
 

 

c-3 生育規模が「非常に多い」とされた外来種の確認状況 

各調査区域において、生育規模が「非常に多い」とされた外来種とその確認箇所数を以下の表

に示す。「非常に多い」とされた種については、調査区間全域に出現し、生育面積も広いと判断さ

れた種であり、ある環境において優占し、他の植物の生育に影響を及ぼしている可能性があると

考えられる。 

重点対策種であるアメリカハマグルマやツルヒヨドリ、対策種のアワユキセンダングサ類、ギ

ンネム、トクサバモクマオウなどは、既往知見等でも他の植物を圧倒して生育することが知られ

ている。これらの種以外でも、河川環境でナピアグラスやオオサンショウモ、湿地環境でホテイ

アオイ、森林域でアスパラガス属一種などが非常に多いと記録されており、実際の影響とともに

今後の動態に留意する必要がある。オオサンショウモについては、南大東島の水路で一面を覆う

ように生育しているのを確認した。南大東島には国内希少野生動植物種に指定されている湿地性

の植物が複数生育しており、更に生育範囲が広がった場合には、そうした重要な植物への影響が

懸念される。 

また、リスト外の外来種で特徴的な種として、国内外来種のヒルギダマシが沖縄島の塩性湿地

で、ヒメオニササガヤが宮古・八重山地方で、コマツヨイグサが海岸環境で、パラグラスが河川

や湿地環境で、アフリカギョウギシバが草地/耕作地などで「非常に多い」と記録されている。こ

れら「リスト外」で「非常に多い」と記録された種については、今後リストの改定の際に掲載を

検討するなどの対応が必要になるものと考えられる。 

表 2-1-4.10 生育規模で「非常に多い」と記録された種と確認箇所数 

海
岸

塩
性
湿
地

河
川

湿
地

草
地
等

林
縁

森
林

海
岸

河
川

草
地
等

林
縁

海
岸

塩
性
湿
地

河
川

湿
地

草
地
等

林
縁

海
岸

河
川

湿
地

林
縁

森
林

42 9 19 15 58 41 17 20 3 27 12 24 6 3 6 28 23 6 3 4 5 5
重点 アメリカハマグルマ 1 1 1 2 5
対策種 ツルヒヨドリ 1 1 2

対策種 アワユキセンダングサ類 3 31 19 1 18 7 19 4 102

ギンネム 3 3 5 6 1 1 2 2 3 1 27
トクサバモクマオウ 9 1 1 1 1 1 14
ギネアキビ 1 3 2 1 2 1 10
カッコウアザミ 2 1 3 2 8
ナピアグラス 1 2 2 1 6
シチヘンゲ 1 1 2
ホテイアオイ 2 2
アオノリュウゼツラン 1 1
アスパラガス属の一種 1 1
シュロガヤツリ 1 1
ソウシジュ 1 1
タチスズメノヒエ 1 1
モミジヒルガオ 1 1
モンツキガヤ 1 1
オオサンショウモ 1 1

リスト外 ヒメオニササガヤ 1 8 11 20

コマツヨイグサ 6 1 1 4 12
アフリカギョウギシバ 3 2 1 4 10
パラグラス 2 3 1 3 1 10
ヒルギダマシ 2 2
カニンガムモクマオウ 1 1
カワリバトウダイ 1 1
シナガワハギ 1 1
ツノアイアシ 1 1
ミミバフサアサガオ 1 1

※表中の数字は確認箇所数を表す。

種名区分
合
計

南北大東島八重山諸島宮古諸島沖縄諸島
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c-4 近年分布を拡大していると考えられる外来種 

増補改訂版琉球植物目録（初島・天野,1994）に記載のない種で、本調査において確認された種

（「リスト外の外来植物）とその確認箇所数を表 2-1-4.11に示す。 

初島・天野（1994）は、発行の時点で奄美大島以南の琉球列島における最新の植物の分布状況

を反映しているものと考えられ、そこに記載されていない種は、近年になって侵入、定着、或い

は認識される様になったものと考えられる。 

イネ科のアフリカギョウギシバやエラグロスティス テヌイフォリア、キツネノマゴ科のハイグ

ロフィラ属の一種及びミズフジについては、国内において逸出、定着を確認したとする文献等は

ないものの、周辺を含めた確認状況を考慮し、定着しているものとして記録した。アフリカギョ

ウギシバについては、沖縄県畜産試験場のニュースレターなどで、少なくとも 2004年には飼料用

牧草として利用されていたようである。同定の難しさもあり、あまり認識されていないものの、

すでに広く県内に定着しているものと考えられる。アメリカスズメウリは、2000 年にうるま市で

確認された（植村ら.2015）とされているが、石垣島の複数箇所で確認された他、伊是名島におい

ても初めて確認された。最初の確認から 20 年弱で他の島まで拡散しており、1980 年台に初めて

確認されて、近年石垣島で確認されるようになったツルヒヨドリよりも拡散速度は早い。グリー

ンカーテン用の植物としてネット上で取引されており、こうしたことが拡散を早めている一因と

考えられる。同様にグリーンカーテンとして利用される植物として、ブドウ科のキッスス シキオ

イデスも確認されており、これらの種は今後も拡散が進む可能性がある。カワリバトウダイは、

サトウキビ畑など耕作地やその周辺に多く、トラクターなどの農業機械等を介した生育拡大が疑

われるが、林縁などでも確認されており、注意が必要である。 

 

表 2-1-4.11 近年分布を拡大していると考えられる外来種 

沖
縄
島
南
部

沖
縄
島
中
部

沖
縄
島
北
部

宮
城
・
伊
計

屋
我
地
・
古
宇
利

渡
嘉
敷
島

座
間
味
島

渡
名
喜
島

久
米
島

伊
江
島

粟
国
島

伊
是
名
島

伊
平
屋
・
野
甫

宮
古
島

伊
良
部
・
下
地
島

多
良
間
島

石
垣
島

竹
富
島

黒
島

小
浜
島

鳩
間
島

西
表
島

波
照
間
島

与
那
国
島

南
大
東
島

北
大
東
島

アフリカギョウギシバ 6 6 1 1 1 4 4 7 3 7 2 13 9 7 1 3 4 2 2 4 87
ヒロハホウキギク※2 2 1 4 8 1 2 5 3 7 5 16 1 1 3 2 7 3 4 4 4 83
アメリカスズメウリ 5 12 1 5 1 4 28
カワリバトウダイ 1 2 1 1 7 1 5 2 20
エラグロスティス テヌイフォリア 1 1 5 5 2 2 2 18
キッスス シキオイデス 1 1
ハイグロフィラ属の一種 1 1
ミズフジ(ウォーターウィステリア) 1 1
ミミバフサアサガオ 1 1

※2ヒロハホウキギクについては、1963年に首里で採集された標本が報告（榎本ら.2001）されており、当時はホウキギクと
　認識されていたものと考えられる。

宮古
諸島

沖縄諸島

総
確
認
箇
所
数

南北
大東島

リ
ス
ト
外

※1表中の数字は確認箇所数を表す。

種　名
区
分

八重山諸島
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写真 2-1-4.3 近年分布を拡大していると考えられる外来種 

 

 

アフリカギョウギシバ エラグロスティス テヌイフォリア 

キッスス シキオイデス アメリカスズメウリ 

ハイグロフィラ属の一種 ミズフジ（ウォーターウィステリア） 
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c-5 特定外来生物の確認状況 

一連の調査で確認された特定外来生物を表 2-1-4.12に示す。 

沖縄県対策外来種リストにおいて重点対策種とされているツルヒヨドリについては沖縄島の中

南部を中心に多くの地点で確認されるとともに、生育規模としても比較的高い場所が多かった。

ツルヒヨドリは、石垣島、与那国島、西表島（調査ルートでの確認ではないため調査結果には示

されていない）でも確認されている。西表島と与那国島では駆除が行われており、与那国島では

わずかに確認されたのみであった。石垣島、西表島、与那国島においてツルヒヨドリを確認した

場所は、最近、草刈りや建設などの工事が行われた場所や、空港周辺、観光客の多い公園の道路

脇など、人や物の移動が多い場所で確認されているように思われた。 

ボタンウキクサについては、確認箇所数は少ないものの、大小様々な水域で確認されており、

場所によっては川面を覆うように繁茂していた。特に北大東島など希少な湿地性植物が生育して

いる場所でも見つかっており、こうした場所では周辺環境への拡散防止を含め対応策の検討が求

められる。 

ナガエツルノゲイトウは沖縄島及び石垣島で確認されている。琵琶湖などで急激に分布を拡大

し、生態的な影響だけでなく、船の航行などにも影響を与えているとされるが、県内ではこれま

でのところ一部での確認に止まっている。 

オオフサモについては、発生源と考えられる喜如嘉の水田周辺と同じ大宜味村内の溜池で生育

が確認されている。一旦侵入すると高い密度で生育し、水路内を覆いつくすほどに生育すること

から、周辺環境への分布の急激な拡大に留意する必要がある。また、喜如嘉の水田は、オクラレ

ルカの花のシーズンには観光地ともなっており、人の往来も多いことから、そうした観光客によ

る非意図的な移動にも注意が必要である。 

 

表 2-1-4.12 調査で確認された特定外来生物 

地
区

久
米
島

与
那
国
島

北
大
東
島

No. 9 10 11 12 14 17 18 25 27 29 30 33 34 36 37 38 39 40 54 55 59 60 61 122 227 228 229 315 195

地
点
名

ツルヒヨドリ 4 4 4 4 2 1 3 4 5 4 2 4 5 2 4 4 2 4 2 4 4 2 22

ボタンウキクサ 3 3 3 4 4 4 4 7

ナガエツルノゲイトウ 4 4 3 3

オオフサモ 4 4 2

※：表中の数字は生育規模を表す。
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島
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(
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)
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大
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北
中
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う
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ま
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ス
コ

八
重
島

知
花
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川

音
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満
名
川

大
保
メ
ダ
カ
池

ウ
ッ

パ
マ
ビ
ー

チ

喜
如
嘉

倉
敷
ダ
ム
直
下

残
波
岬
耕
作
地

山
田

確
認
箇
所
数

儀
間
川

名
蔵
川
支
流
ペ
サ
ン
ガ
ー

ラ

空
港
周
辺

名
蔵
川

石垣島沖縄島北部沖縄島中部沖縄島南部

ク
ブ
ラ
林
縁

南
側
湿
地
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写真 2-1-4.4 一連の調査で確認された特定外来生物 

 

ツルヒヨドリ（西表島：2019.01） ボタンウキクサ（久米島：2018.02） 

ナガエツルノゲイトウ（石垣島：2018.12） 

オオフサモ（大宜味村：2018.02）右の写真は駆除のため水路内に山積みにされている 
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(6) その他調査（ 石垣島におけるヤシ科トウ属の一種（Calamus sp. 【対策種】）の生育状況 

石垣島において逸出が確認されているヤシ科トウ属の一種（Calamus sp.）については、専門家

により分布拡大や在来生態系への影響の可能性が専門家により指摘されている。しかし、これま

でのところ、分布拡大の状況や自然林内での生育状況については確認されていなかった。そこで、

逸出が確認されているバンナ公園において、トウ属の一種の生育・分布状況の確認調査を行った。 

 

a) 調査方法 

調査は、バンナ公園北東側のトウ属の一種の生育が確認される場所を中心に任意踏査により分

布状況の把握を行った。 

 

写真 2-1-4.5 調査状況（任意踏査） 

 

b) 調査日程 

調査は下記の日程で実施した。 

 

表 2-1-4.13 調査実施日 

調査地区 調査日 

沖縄島南部（22ルート） 平成 30年 1月 13日 

 

c) 調査結果 

調査は、バンナ公園北東側のトウ属の一種の生育が確認される場所を中心に行った。トウ属の

生育状況を写真 2-1-4.6に、分布状況を図 2-1-4.3 に示す。 

トウ属は森林内から林縁部において高い密度で生育しており、林冠部まで到達した個体や花を

確認することができた。林床部では、幼木や実生など様々な生育段階の個体が確認されており、

継続的に繁殖しているものと考えられる。 

今後、同様な環境に生育する在来植物に対し、競合による生態的な影響が発生することが懸念さ

れる。また、本種は茎に棘が密生しており、分布拡大に伴い人と接する機会が増えることで、子

供への刺傷の発生など人的被害についてもリスクが高いものと考えられる。 
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茎には棘が発達する 

  

花                     実生 

  

林内で生育する幼樹               樹冠まで成長 

写真 2-1-4.6 トウ属の一種の生育状況
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(7) まとめ 

島ごとの確認種を表 2-1-4.14に、全調査ルートにおける生育状況を表 2-1-4.15に示す。 

一連の調査において、これまで分布情報が明確でなかった外来植物について、島ごとの分布状

況を一定程度明らかにすることができた。 

今後「沖縄県対策外来種リスト」改定に際して、リストに新たに記載すべき種や区分の見直し

等について検討すべき種など、特に留意すべき種について以下に示す。 

・現在のところ沖縄県内での分布は限られているものの、他地域における生育状況から特に注意

が必要である外来種としては、琵琶湖などで問題が顕在化している特定外来生物のナガエツル

ノゲイトウ、奄美大島でも繁茂が確認されているアスパラガス属の一種が挙げられる。 

・生態系被害と共に人的被害が懸念されるトウ属の一種なども、現在のところ分布が限られてい

ることから早期の防除を実施することで分布の拡大や影響の拡大を抑えられる可能性があると

考えられる。 

・上記の様な種については、問題が顕在化する前に、或いは分布がこれ以上拡大する前に初期防

除を行うことで、低コストで高い効果を得られる可能性があり、外来種対策の優先度の検討に

おいて、加味すべき視点であると考えられる。 

・全体の確認箇所数は多くないものの、特定の環境においてよく繁茂する外来種として、河川の

河道を覆うように生育するパラグラスや、沖縄島の塩性湿地で分布を拡げつつあるヒルギダマ

シ、伊良部島のサバウツガーといった岩礁海岸などの特殊な環境でも生育でき、そうした環境

に特異的に生育する種への影響が懸念されるドラゴンフルーツなどのサボテン類が挙げられる。 

・ヒルギダマシは宮島以南では在来種であり、リストに掲載されていないものの、沖縄島におい

てはマングローブ生態系への影響が懸念される外来種である。島内外来種を含む県内外来種の

問題は専門家も指摘するところであり、今後のリスト改定に際して十分な検討が必要である。 

・現在「予防種」の区分で確認されているヨルガオ（外来ノアサガオ類として）については、石

垣島で逸出しているのを確認しており、今後の取り扱いについて検討する必要がある。 

・リスト外の外来種で特徴的な種として、ヒメオニササガヤが宮古・八重山地方で、コマツヨイ

グサが海岸環境で、パラグラスが河川や湿地環境で、アフリカギョウギシバが草地/耕作地など

で「非常に多い」と記録されている。これら「リスト外」で「非常に多い」と記録された種に

ついては、今後リストの改定の際に掲載を検討するなどの対応が必要になるもの考えられる。 

・同様に「リスト外」で確認されているクロバナツルアズキ、ナンバンアカバナアズキ、ツノア

イアシなどは、先島諸島を中心に比較的高い出現傾向を示していることから、今後留意する必

要があるものと考えられる。 

・近年分布を拡大していると考えられるイネ科のアフリカギョウギシバ、エラグロスティス テヌ

イフォリア、キツネノマゴ科のハイグロフィラ属の一種、ミズフジ、ウリ科のアメリカスズメ

ウリ、ブドウ科のキッスス シキオイデス及びアオイ科のカワリバトウダイといった種は、今後

も拡散が進む可能性があり、今後の取り扱いについて留意すべき種であると考えられる。 
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表 2-1-4.14 島ごとの外来種確認状況 

沖
縄
島
等
※

渡
嘉
敷
島

座
間
味
島

阿
嘉
島
等
※

渡
名
喜
島

久
米
島

粟
国
島

伊
江
島

伊
是
名
島

伊
平
屋
島
等
※

南
大
東
島

北
大
東
島

宮
古
島
等
※

多
良
間
島

石
垣
島

竹
富
島

黒
島

小
浜
島

波
照
間
島

鳩
間
島

西
表
島

与
那
国
島

アメリカハマグルマ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 20
ツルヒヨドリ ● ● ○ ● 4

対策種 アワユキセンダングサ類 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 22
ギンネム ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 22
トクサバモクマオウ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 22
ナピアグラス ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 22
ギネアキビ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 18
カッコウアザミ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 16
タチスズメノヒエ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 17
ツルムラサキ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 15
ソウシジュ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 18
モンツキガヤ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 14
シチヘンゲ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 15
ヤナギバルイラソウ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 13
シュロガヤツリ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 10
フトボナガボソウ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 11
ミスミトケイソウ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● 8
ケツメクサ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 11
オウゴンカズラ ● ● ● ● ● ● ● ● ● 9
アメリカネナシカズラ ● ● ● ● ● ● ● ● 8
コフウセンカズラ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 11
モミジヒルガオ ● ● ● ● ● ● ● ● ● 9
セイロンベンケイ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 10
アツバチトセラン ● ● ● ● ● ● ● ● 8
コゴメミズ ● ● ● ● ● ● 6
ムラサキタカオススキ ● ● ● ● 4
アオノリュウゼツラン ● ● ● ● ● ● ● ● ● 9
ホテイアオイ ● ● ● ● ● ● ● ● 8
フトモモ ● ● ● 3
チリメンナガボソウ ● ● ● ● ● ● 6
アカザカズラ ● ● ● ● ● ● 6
クサトケイソウ ● ● 2
ドラゴンフルーツ ● ● ● ● 4
アフリカホウセンカ ● ● 2
ジュズサンゴ ● ● ● ● 4
コウトウタチバナ ● ● ● 3
ボタンウキクサ ● ● ● ● 4
セイヨウタンポポ ● ● ● 3
園芸スイレン ● ● ● 3
アメリカサトイモ ● 1
タワダギク ● ● ● 3
ムラサキカッコウアザミ ● ● ● 3
ウチワゼニクサ ● ● 2
ナガエツルノゲイトウ ● ● 2
ヒメトケイソウ ● 1
ベンガルヤハズカズラ ● ● 2
外来アゾラ類 ● 1
アメリカスズメノヒエ ● ● ● 3
ヒマワリヒヨドリ ● 1
オオフサモ ● 1
キダチチョウセンアサガオ ● 1
センニンサボテン ● ● 2
タチバナアデク ● ● 2
ヒイラギギク ● 1
オオサンショウモ ● 1
アスパラガス属の一種 ● 1
オオバナイトタヌキモ ● 1
オオミツバカズラ ● 1
ハナシュクシャ ● 1
ヤサイカラスウリ ● 1
ウチワサボテン ● 1
トウ属の一種 ● 1
ヨシススキ ● 1
テリハバンジロウ ● 1

予防種 ヨルガオ ● 1
コマツヨイグサ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 22
ヒメオニササガヤ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 21
ムラサキカタバミ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 19
コメツブウマゴヤシ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 19
パラグラス ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 14
アフリカギョウギシバ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 16
ヒロハホウキギク ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 17
カニンガムモクマオウ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 19
アメリカフウロ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 17
シナガワハギ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 16
ホシアサガオ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 14
ツノアイアシ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 10
クロバナツルアズキ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 11
オオアレチノギク ● ● ● ● ● ● ● ● ● 9
ウマゴヤシ ● ● ● ● ● ● ● ● ● 9
アメリカスズメウリ ● ● ● 3
ナンバンアカバナアズキ ● ● ● ● ● ● ● 7
アオミツバカズラ ● ● ● ● ● 5
ヒメノアサガオ ● ● ● ● ● 5
カワリバトウダイ ● ● ● ● ● 5
エラグロスティス テヌイフォリア ● ● ● ● ● ● ● 7
ヨウサイ ● ● ● ● ● ● ● ● ● 9
ヤコウカ ● ● 2
ハンノキ ● 1
トウショウブ ● ● ● ● 4
ジュズダマ ● ● ● 3
テンニンギク ● ● ● ● 4
ハカタカラクサ ● ● ● 3
ベニツツバナ ● ● ● 3
タヌキコマツナギ ● ● 2
ヒルギダマシ ● 1
タイワンモクゲンジ ● 1
フウセンカズラ ● 1
キッスス　シキオイデス ● 1
ケブカルイラソウ ● 1
デリス ● 1
ハイグロフィラ属の一種 ● 1
バラアサガオ ● 1
ミズフジ（ウォーターウィステリア） ● 1
ツタノハヒルガオ ● 1
フウセンアサガオ ● 1
ミミバフサアサガオ ● 1
キクザアサガオ ● 1

83 24 29 20 18 37 23 26 34 28 35 28 53 33 64 30 24 32 26 21 39 38
※：「沖縄島等」など、島名に等とあるのは、各島と橋でつながった周辺離島も含む。
　：●は調査で確認されたことを示す。○は調査ルート外で確認したことを示す。

リスト
外

八重山諸島

確
認
島
嶼
数

確認種数

沖縄諸島 南北大東島 宮古諸島

区
分 種名

重点
対策種
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表 2-1-4.15(1) 全調査ルートの外来種生育状況 
年度 平成29年度調査
島名 沖縄島南部 沖縄島中部
No. 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38
調
査
ル
ー

ト
名

重点 4 2 4 3 4 3 2 4 4 4 4 4 2 3 3 2 4 4 3 4 3 2 3 4
対策種 4 4 4 4 2 1 3 4 5 4 2 4 5 2 4 4

対策種 3 3 5 4 4 4 4 4 5 4 5 4 4 4 4 3 3 3 2 4 4 4 3 3 3 4 3 3 4 4 4 4

4 5 5 4 4 3 2 4 4 3 3 4 3 3 2 3 3 2 4 4 4 4 3 3 4 4 3 5 4 2
4 4 2 2 3 2 4 2 2 2 4 3 2 3 3 3 2 4 3
3 4 4 5 3 3 3 3 4 3 4 2 3 4 4 2 3 5 5 4 4
3 4 3 4 4 4 3 2 3 4 2 4

4 4 4 3 4 2 3 4 3 2
3 2 3 4 2 3 4 3 3 3

4 3 2 3 2 2 2
2 2 2 2 2

4 2 3 3 3 3
1 1 2 2 1 2 1 2 1

2 4 2 4 4 2 4 4 3 4 2
2 2 4 4 4 4 2 4 2 3 4 2

2 3 2 4 2 2 2 2 4 3 3
4 4 4 4 3 3 4 4 3 3 4 3
2 1

2 3 1 1
2 3 4 2 3

1 1 2 1 2 2
3 3 2 4 2 2

3 3

2 3 2

2 1
2 2
2 2 2

3 2 2 3
2 1

3 3
4 1 3

3
1 2 3 2

3 2
4

4 4

3

2

1
4 3

5
3

2

予防種

リスト外 3 2 4 4 3 5 3

4 4 3 3 3 4 3 3 3
4 4 3 3 4

3 3 3 3 3 3
3 4 4 4 4 2 4 4 2 2 3 4 4 4 3 4 4 4 4 4 4 2 4 4 4

3 4 3 3 4 3 4 3 4 4
4 4

3 3 3 3 3 2 2
4 4 3 3 3 4 3

3 3 2 3 3 3
2 2 1 3

3

4 2 3 4 3 3 2 4 1 4 1 2 1 2 1

4 3 4

3 4 2 2 2 3
3

4 4 4
2 4 3 2 3 3 3 1 3

2
2 4

3
2 5

1 1

3
3

2
4

3

3 10 8 17 5 10 10 10 20 18 18 14 3 5 10 16 15 12 9 12 8 16 16 4 15 6 25 1 27 14 8 13 9 15 10 9 16 13

　　 調査ルート名の上に示したNo.は調査ルート図の数字と同じ場所を示している。

種名区分

知
花

比
屋
良

吉
野
浦

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー

大
山

比
屋
根
湿
地

北
中
城

比
謝
川

木
綿
原

野
鳥
の
森

天
願
川

倉
敷
ダ
ム
直
下

新
開

金
城
ダ
ム

真
嘉
比

末
吉

牧
港
川

当
山

湧
稲
国

ミ
モ
ザ
の
木

真
境
名

小
谷

久
手
堅

(

齋
場
御
獄

)

冨
祖
崎

川
田
海
岸

う
る
ま
ジ
ャ

ス
コ

八
重
島

照
間
イ
グ
サ
水
田

照
間

白
梅
の
塔

具
志
頭

新
原
ビ
ー

チ

報
得
川

中
山

ア
ー

ジ
島

ツタノハヒルガオ
フウセンアサガオ
ミミバフサアサガオ

荒
崎
海
岸

米
須
海
岸

喜
屋
武

キッスス　シキオイデス
ケブカルイラソウ
デリス
ハイグロフィラ属の一種
バラアサガオ
ミズフジ（ウォーターウィステリア）

タヌキコマツナギ
ジュズダマ
ハカタカラクサ
ヒルギダマシ
タイワンモクゲンジ
フウセンカズラ

アメリカスズメウリ

ムラサキカタバミ

パラグラス
アフリカギョウギシバ

カニンガムモクマオウ
ヒロハホウキギク

アメリカフウロ

ヤコウカ

エラグロスティス テヌイフォリア

ハンノキ
トウショウブ
テンニンギク
ベニツツバナ

ナンバンアカバナアズキ
ウマゴヤシ
ヒメノアサガオ
アオミツバカズラ
カワリバトウダイ

ヨウサイ

ヨシススキ

テリハバンジロウ

ヨルガオ

コマツヨイグサ
ヒメオニササガヤ

コメツブウマゴヤシ

ハナシュクシャ

ヒメトケイソウ

ヤサイカラスウリ
ウチワサボテン
トウ属の一種

シナガワハギ

オオアレチノギク
クロバナツルアズキ

ホシアサガオ
ツノアイアシ

ナガエツルノゲイトウ

ヤナギバルイラソウ

ミスミトケイソウ

モンツキガヤ

オウゴンカズラ
ケツメクサ

モミジヒルガオ

アフリカホウセンカ
ドラゴンフルーツ

コウトウタチバナ
ジュズサンゴ

ボタンウキクサ
セイヨウタンポポ

センニンサボテン
タチバナアデク
ヒイラギギク
オオサンショウモ
アスパラガス属の一種
オオバナイトタヌキモ

ベンガルヤハズカズラ
外来アゾラ類
アメリカスズメノヒエ

シチヘンゲ

タチスズメノヒエ

シュロガヤツリ
フトボナガボソウ

フトモモ
チリメンナガボソウ

ホテイアオイ

クサトケイソウ
アカザカズラ

アオノリュウゼツラン

コフウセンカズラ

アツバチトセラン
コゴメミズ

セイロンベンケイ
アメリカネナシカズラ

ムラサキタカオススキ

オオミツバカズラ

ヒマワリヒヨドリ

オオフサモ
キダチチョウセンアサガオ

園芸スイレン
アメリカサトイモ
ムラサキカッコウアザミ

ウチワゼニクサ
タワダギク

アメリカハマグルマ

ツルヒヨドリ

アワユキセンダングサ類
ギンネム
トクサバモクマオウ
ナピアグラス
ギネアキビ
カッコウアザミ

ソウシジュ
ツルムラサキ

確認種数

キクザアサガオ

注） 表中の数字は生育規模を表す。生育規模＝非常に多い（5）：調査区間全域に出現し、生育面積も広い。多い（4）：調査区間に広く出現し、一定の面積で生育する。少ない（3）：調査区域に点々と生育する、或いは一定の面積を有して生育する。

　　 数株（2）：調査区間において数株が確認された。1株（1）：調査区間において一株のみ確認された。
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表 2-1-4.15(2) 全調査ルートの外来種生育状況 
年度 平成29年度調査
島名 沖縄島中部 沖縄島北部 渡嘉敷島
No. 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76
調
査
ル
ー

ト
名

重点 3 3 4 4 2 3 4 3 2 2 4 2 2 4 4 4 5 4 4 4
対策種 2 4 2 4

対策種 5 4 3 4 3 3 3 3 3 4 4 5 5 4 5 4 4 2 3 4 2 4 4 5 4 5 4 5 3 2 3

3 2 4 3 3 3 3 3 3 2 3 3 4 3 3 3 3 2 4 4 3 3
2 2 2 2 2 2 1 1 4 4 3 3 2 3 2 3
4 2 3 3 3 4 3 4 3 4 3 3 3 3 4
3 2 4 3

4 3 2 3 3 3 4 3 3 5 2 3 2
4 2 3 3 3 2 2 1

2 1
2 2 1 2 3 2 4

2
2 1 1 1 2
2 3 2

4 4 3 3

2 2 3 2 1 4 2
2 3 2 3 5 3

2 1 2 4
2

2 1
3 2 3

4 3 3 3 4 3 4 4 4

4 4
1 2 3

2 2
1

2 3 3 2

3
2

3

4

3
3

4 4
1

3

予防種

リスト外 2 4 3 2 5 5 3 4

3 2 3
3 2 3 2 2 3 3 3 4 2 4 3 3

2 3 3 3 3 3 3 3 2 4
3 5 4 3 3 3 4 5 2 4 2
3 3 3

3
2 3 2 1 3 2 4 3
3 3 3 3 3 4 3

3 3 3 3 3 4 3 4 3 3 2 3
2

2 3

4 3 2

2 2 3
3 2

3
3

1
1 2 3 2 3 3 3 2 3 3

2

4

4

3

25 10 8 0 18 4 1 5 2 8 2 7 14 6 2 16 12 14 2 21 1 10 9 11 2 15 2 12 8 15 13 9 7 12 3 3 2 2

　　 調査ルート名の上に示したNo.は調査ルート図の数字と同じ場所を示している。

安
田
漁
港

安
田

奥
川

浦
の
浜

宜
名
真

奥
港

辺
戸

辺
戸
岬

阿
波
連
園
地

阿
波
連
崎
展
望
台

源
河
川

羽
地
の
駅

音
信
原

満
名
川

前
川

大
保
川
流
域
溜
池

漢
那

県
民
の
森

(

2

)

県
民
の
森

(

1

)

名
護
青
年
の
家

名
護
岳

羽
地
ダ
ム
下
流

安
波

学
び
の
森

比
地
川

仲
宗
根

大
保
メ
ダ
カ
池

ウ
ッ

パ
マ
ビ
ー

チ

喜
如
嘉

汀
間

三
原

山
田

残
波
岬
海
岸

石
川
岳

億
首

O
I
S
T

赤
間

残
波
岬
耕
作
地

区分 種名

アメリカハマグルマ

ツルヒヨドリ

アワユキセンダングサ類
ギンネム
トクサバモクマオウ
ナピアグラス
ギネアキビ
カッコウアザミ

ソウシジュ

ケツメクサ

モミジヒルガオ
コフウセンカズラ

アツバチトセラン
コゴメミズ

セイロンベンケイ
アメリカネナシカズラ

ムラサキタカオススキ

フトモモ

ツルムラサキ

シチヘンゲ

タチスズメノヒエ

シュロガヤツリ
フトボナガボソウ

ヤナギバルイラソウ

ミスミトケイソウ

モンツキガヤ

オウゴンカズラ

ボタンウキクサ
セイヨウタンポポ
園芸スイレン
アメリカサトイモ
ムラサキカッコウアザミ

ウチワゼニクサ
タワダギク

ナガエツルノゲイトウ
ベンガルヤハズカズラ

チリメンナガボソウ

ホテイアオイ

クサトケイソウ
アカザカズラ

アオノリュウゼツラン

アフリカホウセンカ
ドラゴンフルーツ

コウトウタチバナ
ジュズサンゴ

パラグラス
アフリカギョウギシバ

カニンガムモクマオウ

アスパラガス属の一種
オオバナイトタヌキモ
オオミツバカズラ
ハナシュクシャ

ヒメトケイソウ

ヤサイカラスウリ
ウチワサボテン
トウ属の一種
ヨシススキ

外来アゾラ類
アメリカスズメノヒエ
ヒマワリヒヨドリ

オオフサモ
キダチチョウセンアサガオ
センニンサボテン
タチバナアデク
ヒイラギギク
オオサンショウモ

確認種数

テンニンギク
ベニツツバナ
タヌキコマツナギ
ジュズダマ
ハカタカラクサ
ヒルギダマシ
タイワンモクゲンジ
フウセンカズラ
キッスス　シキオイデス

ウマゴヤシ
ヒメノアサガオ
アオミツバカズラ
カワリバトウダイ

ヨウサイ
ヤコウカ

エラグロスティス テヌイフォリア

ハンノキ
トウショウブ

ケブカルイラソウ
デリス
ハイグロフィラ属の一種
バラアサガオ
ミズフジ（ウォーターウィステリア）

ツタノハヒルガオ
フウセンアサガオ
ミミバフサアサガオ

ヒロハホウキギク

アメリカフウロ
シナガワハギ

オオアレチノギク
クロバナツルアズキ

ホシアサガオ
ツノアイアシ

アメリカスズメウリ
ナンバンアカバナアズキ

テリハバンジロウ

ヨルガオ

コマツヨイグサ
ヒメオニササガヤ

コメツブウマゴヤシ
ムラサキカタバミ

キクザアサガオ

注） 表中の数字は生育規模を表す。生育規模＝非常に多い（5）：調査区間全域に出現し、生育面積も広い。多い（4）：調査区間に広く出現し、一定の面積で生育する。少ない（3）：調査区域に点々と生育する、或いは一定の面積を有して生育する。

　　 数株（2）：調査区間において数株が確認された。1株（1）：調査区間において一株のみ確認された。
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表 2-1-4.15(3) 全調査ルートの外来種生育状況 
年度 平成29年度調査
島名 渡嘉敷島 座間味島 阿嘉・慶留間島 伊江島
No. 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100 101 102 103 104 105 106 107 108 109 110 111 112 113 114

調
査
ル
ー

ト
名

重点 3 5 3 4 3 3
対策種

対策種 4 4 3 2 3 3 3 3 3 4 3 5 3 5 2 5 4 4 4 4 4 4 3 5 3 3 3 5 3 4 3 4

3 3 4 3 1 3 3 4 2 3 2 4 3 3 2 4 4 5 4 3 3 4
3 3 5 3 4 4 5 3 5 1 2 3 4 3 3 4 3 5 3 5 4 3 3 3
3 2 3 3 3 3 3 2 4 5 4 4 4 3 4 4 3 3 2 4 4 3 3 4 4 4

3 3 3 3 5
3 3 3 3 4 4 5

3 5 3 3
1 2

2 1 1 3 1 4 2 1 3 2 3 5 2 2 2
3 3 2 2 4

4 3 3 4 4 4
2

3 4 3 4 5 2
2 2 4 2

1 2
2 3 3 3

2
2 4 4 3

2 3 2
3 3

4 3 3 4 3 3
3 3 3 2 2

2

2

3 2 4

3

予防種

リスト外 2 4 2 2 4 3 4 2 2 4 4 4 3 2 2 2 2 3 3 4 4 3 4 3

4 3 3 3 3 3 3
3 3 4 3 2 3 3 2 3

2 3 3 3 3 3 3 4 4 3 2 4
5 4 4 3 3 3

4 3 2 3 3 4 5
4

2 3 3 2
3 4 3 4 4

3 3 2 4 3 3

3

3 2 3 2

3 5 5 3 3 7 2 6 4 7 10 16 7 4 6 12 9 9 10 6 10 14 14 1 7 9 7 11 0 3 2 9 8 16 9 14 5 11

　　 調査ルート名の上に示したNo.は調査ルート図の数字と同じ場所を示している。

慶
留
間

慶
留
間
展
望
台

阿
嘉
港
横

イ
シ
ヤ
ラ
原

城
山

伊
江
島
空
港

中
岳

北
浜
ビ
ー

チ

フ
ナ
ズ
原

伊
江
ビ
ー

チ

ナ
ガ
ラ
原

マ
ミ
カ

古
座
間
味
ビ
ー

チ

古
座
間
味

阿
真

阿
波
連
ビ
ー

チ

照
山
森
林
公
園

渡
嘉
志
久

渡
嘉
志
久
ビ
ー

チ

阿
波
連
林
道

渡
嘉
敷
水
田

阿
嘉
集
落

阿
嘉

ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー

砂
防
ダ
ム

座
間
味
ダ
ム
下
流

阿
真
耕
作
地

大
岳

稲
崎

阿
佐

裏
ヶ

丘
展
望
台

阿
波
連

(

A
海
.
１

)

前
岳
林
道

久
比
里
原
林
道
終
点

見
花
原
遊
歩
道

区分 種名

役
場
前

儀
津
崎

青
少
年
の
家

アメリカハマグルマ

ツルヒヨドリ

アワユキセンダングサ類
ギンネム
トクサバモクマオウ
ナピアグラス
ギネアキビ
カッコウアザミ

ソウシジュ

ケツメクサ

モミジヒルガオ
コフウセンカズラ

アツバチトセラン
コゴメミズ

セイロンベンケイ
アメリカネナシカズラ

ムラサキタカオススキ

フトモモ

ツルムラサキ

シチヘンゲ

タチスズメノヒエ

シュロガヤツリ
フトボナガボソウ

ヤナギバルイラソウ

ミスミトケイソウ

モンツキガヤ

オウゴンカズラ

ボタンウキクサ
セイヨウタンポポ
園芸スイレン
アメリカサトイモ
ムラサキカッコウアザミ

ウチワゼニクサ
タワダギク

ナガエツルノゲイトウ
ベンガルヤハズカズラ

チリメンナガボソウ

ホテイアオイ

クサトケイソウ
アカザカズラ

アオノリュウゼツラン

アフリカホウセンカ
ドラゴンフルーツ

コウトウタチバナ
ジュズサンゴ

パラグラス
アフリカギョウギシバ

カニンガムモクマオウ

アスパラガス属の一種
オオバナイトタヌキモ
オオミツバカズラ
ハナシュクシャ

ヒメトケイソウ

ヤサイカラスウリ
ウチワサボテン
トウ属の一種
ヨシススキ

外来アゾラ類
アメリカスズメノヒエ
ヒマワリヒヨドリ

オオフサモ
キダチチョウセンアサガオ
センニンサボテン
タチバナアデク
ヒイラギギク
オオサンショウモ

確認種数

テンニンギク
ベニツツバナ
タヌキコマツナギ
ジュズダマ
ハカタカラクサ
ヒルギダマシ
タイワンモクゲンジ
フウセンカズラ
キッスス　シキオイデス

ウマゴヤシ
ヒメノアサガオ
アオミツバカズラ
カワリバトウダイ

ヨウサイ
ヤコウカ

エラグロスティス テヌイフォリア

ハンノキ
トウショウブ

ケブカルイラソウ
デリス
ハイグロフィラ属の一種
バラアサガオ
ミズフジ（ウォーターウィステリア）

ツタノハヒルガオ
フウセンアサガオ
ミミバフサアサガオ

ヒロハホウキギク

アメリカフウロ
シナガワハギ

オオアレチノギク
クロバナツルアズキ

ホシアサガオ
ツノアイアシ

アメリカスズメウリ
ナンバンアカバナアズキ

テリハバンジロウ

ヨルガオ

コマツヨイグサ
ヒメオニササガヤ

コメツブウマゴヤシ
ムラサキカタバミ

キクザアサガオ

注） 表中の数字は生育規模を表す。生育規模＝非常に多い（5）：調査区間全域に出現し、生育面積も広い。多い（4）：調査区間に広く出現し、一定の面積で生育する。少ない（3）：調査区域に点々と生育する、或いは一定の面積を有して生育する。

　　 数株（2）：調査区間において数株が確認された。1株（1）：調査区間において一株のみ確認された。
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表 2-1-4.15(4) 全調査ルートの外来種生育状況 
年度 平成29年度調査
島名 伊江島 久米島 宮古島
No. 115 116 117 118 119 120 121 122 123 124 125 126 127 128 129 130 131 132 133 134 135 136 137 138 139 140 141 142 143 144 145 146 147 148 149 150 151 152

調
査
ル
ー

ト
名

重点 4 4 1 3
対策種

対策種 4 3 4 5 4 4 4 4 4 4 3 4 4 4 4 4 3 5 4 3 4 4 5 5 3 4 3 4 5 3 4

4 3 3 4 4 4 3 4 3 3 4 4 3 4 4 3 3 4 3 2 3 4 3 4 3 4 3 4 4 3 4 5
3 4 2 2 4 4 4 2 2 5 2 3 3 2 2 1 3 2 3 2 3 4
4 4 4 4 2 2 4 4 3 4 3 4 3 2 3 2 2 3 3 2 4 3 3 3
4 3 4 4 4 3 4 4 3 2 4 4 3 4 2

2 4 3 2 3 2 2
2 3 3 2 2

3 1 2 2 2 1 3 3 2 2 1
2 1 3 2 1 4

3 3 2 2 2
3 1 1 2 2

2 3 2
4 2 3 4

3
2 4 2 2 4 1

2 2 2 2
3 2

4

2 1 2
3 3 3

1 2 2 3
3 2

3
2 3 2

3

2
2

2
3

2
4

3

3

2

2

予防種

リスト外 3 3 3 1 5 3 2 5 4 4 2 3 2 3 2 3

3 4 3 4 2 4 3 3 2 3 4 4 4 4
4 3 3 4 4 2 4 3 3 2 4 4 4 4 3 3
3 3 3 4 3 2 3 2 3 4 4 3 3 4 3 3 3 4

4 3 4 3 3 5 3 4
4 5 5 3 3 3 4 3 3 2 3 3 3

3 3 3 3 2
4 4 1 2 2 2 3

4 3 4 4 2 3 2 3 3
4 2 3 2 4 3

2

3

3 3 3 4 3
3
2 2

3 5

3 3

3 3 4 3 3

2

13 7 10 11 11 7 5 8 6 9 10 4 18 15 3 12 15 13 0 0 6 0 8 14 8 8 14 2 19 2 14 4 14 5 16 16 9 11

　　 調査ルート名の上に示したNo.は調査ルート図の数字と同じ場所を示している。

与
那
覇

吉
野

城
辺
い
こ
い
の
森

下
地

西
浜
崎

宮
国

宮
国
耕
作
地

保
良
地
区
海
岸

仲
原

入
江
湾

新
城

儀
間
ダ
ム

カ
ネ
ク
ラ
原

堆
肥
セ
ン
タ
ー

鳥
の
口
遊
歩
道

水
源
地

儀
間
川

イ
ー

フ
ビ
ー

チ

区分 種名

上
阿
嘉

仲
間

仲
村
渠

シ
ギ
ラ
ベ
イ

東
平
安
名
崎

来
間

シ
ン
リ
浜

五
枝
の
松

上
江
洲

だ
る
ま
ダ
ム

だ
る
ま
山

黒
石
ム
イ

ア
タ
イ
原

伊
江
島
C
C

マ
ミ
カ

(

基
地

)

謝
名
堂

真
我
里

大
港
橋

比
嘉

白
瀬
川

アメリカハマグルマ

ツルヒヨドリ

アワユキセンダングサ類
ギンネム
トクサバモクマオウ
ナピアグラス
ギネアキビ
カッコウアザミ

ソウシジュ

ケツメクサ

モミジヒルガオ
コフウセンカズラ

アツバチトセラン
コゴメミズ

セイロンベンケイ
アメリカネナシカズラ

ムラサキタカオススキ

フトモモ

ツルムラサキ

シチヘンゲ

タチスズメノヒエ

シュロガヤツリ
フトボナガボソウ

ヤナギバルイラソウ

ミスミトケイソウ

モンツキガヤ

オウゴンカズラ

ボタンウキクサ
セイヨウタンポポ
園芸スイレン
アメリカサトイモ
ムラサキカッコウアザミ

ウチワゼニクサ
タワダギク

ナガエツルノゲイトウ
ベンガルヤハズカズラ

チリメンナガボソウ

ホテイアオイ

クサトケイソウ
アカザカズラ

アオノリュウゼツラン

アフリカホウセンカ
ドラゴンフルーツ

コウトウタチバナ
ジュズサンゴ

パラグラス
アフリカギョウギシバ

カニンガムモクマオウ

アスパラガス属の一種
オオバナイトタヌキモ
オオミツバカズラ
ハナシュクシャ

ヒメトケイソウ

ヤサイカラスウリ
ウチワサボテン
トウ属の一種
ヨシススキ

外来アゾラ類
アメリカスズメノヒエ
ヒマワリヒヨドリ

オオフサモ
キダチチョウセンアサガオ
センニンサボテン
タチバナアデク
ヒイラギギク
オオサンショウモ

確認種数

テンニンギク
ベニツツバナ
タヌキコマツナギ
ジュズダマ
ハカタカラクサ
ヒルギダマシ
タイワンモクゲンジ
フウセンカズラ
キッスス　シキオイデス

ウマゴヤシ
ヒメノアサガオ
アオミツバカズラ
カワリバトウダイ

ヨウサイ
ヤコウカ

エラグロスティス テヌイフォリア

ハンノキ
トウショウブ

ケブカルイラソウ
デリス
ハイグロフィラ属の一種
バラアサガオ
ミズフジ（ウォーターウィステリア）

ツタノハヒルガオ
フウセンアサガオ
ミミバフサアサガオ

ヒロハホウキギク

アメリカフウロ
シナガワハギ

オオアレチノギク
クロバナツルアズキ

ホシアサガオ
ツノアイアシ

アメリカスズメウリ
ナンバンアカバナアズキ

テリハバンジロウ

ヨルガオ

コマツヨイグサ
ヒメオニササガヤ

コメツブウマゴヤシ
ムラサキカタバミ

キクザアサガオ

注） 表中の数字は生育規模を表す。生育規模＝非常に多い（5）：調査区間全域に出現し、生育面積も広い。多い（4）：調査区間に広く出現し、一定の面積で生育する。少ない（3）：調査区域に点々と生育する、或いは一定の面積を有して生育する。

　　 数株（2）：調査区間において数株が確認された。1株（1）：調査区間において一株のみ確認された。
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表 2-1-4.15(5) 全調査ルートの外来種生育状況 
年度 平成29年度調査
島名 宮古島 伊良部・下地島
No. 153 154 155 156 157 158 159 160 161 162 163 164 165 166 167 168 169 170 171 172 173 174 175 176 177 178 179 180 181 182 183 184 185 186 187 188 189

調
査
ル
ー

ト
名

重点 3 3 5 4 3 3 3 4 3 3 3
対策種

対策種 4 4 4 5 5 4 5 4 4 5 5 3 3 4 5 3 5 3 4 4 3 5 3 5 5 4 5 2 4 5 5 5 2

3 4 2 2 4 3 4 3 4 4 4 4 2 2 4 2 3 4 2 2 3 5 3 4 4 4 5 4 3 4 4 5 4 3
2 3 3 4 1 3 4 2 4 2 3 2 1 1 2 3 2 2 3 3 4 3 2 2 3

4 4 3 3 3 3 3 3 2 2 4 2 3 3 2 2 3 3 2 3 2 3 3 3
2 4 4 4 4 3 4 4 3 3 3

3 3 2 2 3
2 3 2 2

3 2 2 3 3 4 4 2
2 3 1 2 2 2 2

2
2

3 4 3 3 2 2 4 2 3
2 2

2 3 3 2 1 2 3 2 3 4 3 3 4
3 3 3 2 3 3 2 3

2 3 4 3 2

1 3 2 1
2 1 3 2 2 2 2 2 2

3 3
2 2 3 4 2 2

3

3 4 3

3 4 3
3

3
3

3

1

3

予防種

リスト外 4 2 2 5 2 2 2 3 4 3 3 3 3 5 2 3 2

4 4 5 4 5 4 4 4 3 4 4 3 3 3 4 3
3 4 4 3 4 3 4 3 3 3 4 4 4 2 3 4 4 4
4 4 3 3 3 4 3 2 4 3 3 3 4 3 3 3 3 4

4 2
2 4 4 3 3 4 3 3

1 2 1 1 3 4 3 2 3 2
3 3 3 3 3 3 3 3 3

3 5 3 2 3 2 3 3 2 4 3 3 2
2 2

2 3 4 3 2

2 3 3
2 4 4 2 2 4 2

2 2 4 2 2
4 3 3 4 2 3

2
3

3 3 3

6 13 2 12 15 11 10 12 16 13 17 23 5 4 17 21 4 5 13 4 11 10 4 12 7 13 16 8 9 5 3 8 16 14 2 13 5

　　 調査ルート名の上に示したNo.は調査ルート図の数字と同じ場所を示している。

佐
和
田
の
浜

伊
良
部
高
校

佐
良
浜

サ
バ
ウ
ツ
ガ
ー

一
本
松
農
村
公
園

白
鳥
崎

乗
瀬
橋

牧
山

牧
山
展
望
台

下
地
島

通
り
池

平
成
の
森
公
園

西
添
道
の
サ
ガ
リ
バ
ナ

加
治
道

長
間

宮
原

増
原

宮
古
空
港

長
北
海
岸

区分 種名

狩
俣
海
岸

大
神
島
海
岸

大
神
島
耕
作
地

池
間
湿
地

池
間
島

渡
口
の
浜

真
謝
海
岸

成
川

西
原

真
謝

島
尻

狩
俣

新
城
海
岸

埋
め
立
て
地

大
野
山
林

大
野
山
林
自
然
の
家

大
野
山
林
林
道

人
頭
鋭
石

アメリカハマグルマ

ツルヒヨドリ

アワユキセンダングサ類
ギンネム
トクサバモクマオウ
ナピアグラス
ギネアキビ
カッコウアザミ

ソウシジュ

ケツメクサ

モミジヒルガオ
コフウセンカズラ

アツバチトセラン
コゴメミズ

セイロンベンケイ
アメリカネナシカズラ

ムラサキタカオススキ

フトモモ

ツルムラサキ

シチヘンゲ

タチスズメノヒエ

シュロガヤツリ
フトボナガボソウ

ヤナギバルイラソウ

ミスミトケイソウ

モンツキガヤ

オウゴンカズラ

ボタンウキクサ
セイヨウタンポポ
園芸スイレン
アメリカサトイモ
ムラサキカッコウアザミ

ウチワゼニクサ
タワダギク

ナガエツルノゲイトウ
ベンガルヤハズカズラ

チリメンナガボソウ

ホテイアオイ

クサトケイソウ
アカザカズラ

アオノリュウゼツラン

アフリカホウセンカ
ドラゴンフルーツ

コウトウタチバナ
ジュズサンゴ

パラグラス
アフリカギョウギシバ

カニンガムモクマオウ

アスパラガス属の一種
オオバナイトタヌキモ
オオミツバカズラ
ハナシュクシャ

ヒメトケイソウ

ヤサイカラスウリ
ウチワサボテン
トウ属の一種
ヨシススキ

外来アゾラ類
アメリカスズメノヒエ
ヒマワリヒヨドリ

オオフサモ
キダチチョウセンアサガオ
センニンサボテン
タチバナアデク
ヒイラギギク
オオサンショウモ

確認種数

テンニンギク
ベニツツバナ
タヌキコマツナギ
ジュズダマ
ハカタカラクサ
ヒルギダマシ
タイワンモクゲンジ
フウセンカズラ
キッスス　シキオイデス

ウマゴヤシ
ヒメノアサガオ
アオミツバカズラ
カワリバトウダイ

ヨウサイ
ヤコウカ

エラグロスティス テヌイフォリア

ハンノキ
トウショウブ

ケブカルイラソウ
デリス
ハイグロフィラ属の一種
バラアサガオ
ミズフジ（ウォーターウィステリア）

ツタノハヒルガオ
フウセンアサガオ
ミミバフサアサガオ

ヒロハホウキギク

アメリカフウロ
シナガワハギ

オオアレチノギク
クロバナツルアズキ

ホシアサガオ
ツノアイアシ

アメリカスズメウリ
ナンバンアカバナアズキ

テリハバンジロウ

ヨルガオ

コマツヨイグサ
ヒメオニササガヤ

コメツブウマゴヤシ
ムラサキカタバミ

キクザアサガオ

注） 表中の数字は生育規模を表す。生育規模＝非常に多い（5）：調査区間全域に出現し、生育面積も広い。多い（4）：調査区間に広く出現し、一定の面積で生育する。少ない（3）：調査区域に点々と生育する、或いは一定の面積を有して生育する。

　　 数株（2）：調査区間において数株が確認された。1株（1）：調査区間において一株のみ確認された。
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表 2-1-4.15(6) 全調査ルートの外来種生育状況 
年度 平成30年度調査
島名 北大東島 南大東島 石垣島
No. 190 191 192 193 194 195 196 197 198 199 200 201 202 203 204 205 206 207 208 209 210 211 212 213 214 215 216 217 218 219 220 221 222 223 224 225 226 227

調
査
ル
ー

ト
名

重点 3 3 4 3 3 4 4 4
対策種

対策種 4 4 3 4 3 3 4 3 3 4 4 4 4 3 3 4 3 2 4 3 3 4 2 3 4 4 5 3 4 2 3 3

3 3 4 5 5 4 2 3 3 5 3 4 4 5 4 4 2 3 3 4 3 4 3 5 3 5 3 3 5 4 3 4 4 2 2
4 3 4 4 2 2 3 3 4 3 3 4 3 4 3 3 4 4 4 4 2 4 3 3 4 2 3 5 2 1

3 2 2 2 3 4 3 3 4 2 2 2 5 3 3 2 3 3
4 2 3 5 4 3 3

1 2 4 3 3 2 2 3 3 2 2 3 2 2 2
2 3 2 1 1 2
3 3 3 2 2 3 2 2 2 1 2 3 2 3 4 3

1 2 1 2 2
4

3 3 2 2
3 3 4 2 3 1

4 3 3
3 2 2

3
2 3 2 3 2 2 3

3 2
3

2 3 2 3 3 1

2 2
3 2

2 3

3 3

2
3 3 3 3 3 3 3 4 2 2 2 2

2
1 2 2 2

4 4

3 3

4

2

2

2 5

2

予防種

リスト外 4 4 4 2 3 3 3 3 4 2

3 4 3 3 3 4 3 4 3 4 5
3 3 3 2 3 3 3 3 4 3 3 4 2 3 3 3 3 2 2

4 3 2 3 3 2 2 3 3 3 3 2
3 4 4 3 4 3 3 5 4

4
3 4 2 3 3 2 2 2 3 3

3 2 2 4 5 4 3 2 1
2 3 4 4 3 3 1 3

3
2 2 3 2 2 2 2 3 3 2

4 2 2 3 4 3
2 2

3 2 3 4 3 4
4 2 2

2 2 2 2 1 2 3 2 2
3 3 3 3
3 2 3 2 3 4 2

2 1
4

3
2 2

1

1 2

5 7 2 11 12 11 5 14 10 2 10 8 5 11 21 11 5 11 19 9 7 4 14 7 16 12 5 7 3 5 19 25 32 4 11 4 9 15

　　 調査ルート名の上に示したNo.は調査ルート図の数字と同じ場所を示している。

轟
川

名
蔵
川
支
流
ペ
サ
ン
ガ
ー

ラ

新
川
川

白
保
耕
作
地

冨
崎
耕
作
地

バ
ン
ナ
公
園

前
勢
岳

白
保
海
岸

大
池
付
近
耕
作
地

夕
日
の
広
場

大
池

大
池
東
水
路

北
森
林

国
京
地
区
林
縁

東
側
耕
作
地

南
側
海
岸

空
港
海
岸

長
幕
林
内

東
側
林
縁

長
幕
林
縁

南
側
湿
地

ひ
ょ

う
た
ん
池
耕
作
地

ひ
ょ

う
た
ん
池

大
東
神
社

空
港
付
近
林
内

空
港
付
近
耕
作
地

秋
葉
神
社

黒
部
岬

南
側
海
岸

南
耕
作
地

フ
ロ
ン
テ
ィ

ア
ロ
ー

ド

海
軍
棒

ひ
ょ

う
た
ん
池
水
路

塩
見
橋

中
央
耕
作
地

製
糖
工
場
横

北
側
林
内

西
側
耕
作
地

区分 種名

アメリカハマグルマ

ツルヒヨドリ

アワユキセンダングサ類
ギンネム
トクサバモクマオウ
ナピアグラス
ギネアキビ

モンツキガヤ

オウゴンカズラ
ケツメクサ

モミジヒルガオ
コフウセンカズラ

アツバチトセラン
コゴメミズ

セイロンベンケイ
アメリカネナシカズラ

カッコウアザミ

ソウシジュ
ツルムラサキ

シチヘンゲ

タチスズメノヒエ

シュロガヤツリ
フトボナガボソウ

ヤナギバルイラソウ

ミスミトケイソウ

コウトウタチバナ
ジュズサンゴ

ボタンウキクサ
セイヨウタンポポ
園芸スイレン
アメリカサトイモ
ムラサキカッコウアザミ

ウチワゼニクサ
タワダギク

ムラサキタカオススキ

フトモモ
チリメンナガボソウ

ホテイアオイ

クサトケイソウ
アカザカズラ

アオノリュウゼツラン

アフリカホウセンカ
ドラゴンフルーツ

ヒイラギギク
オオサンショウモ
アスパラガス属の一種
オオバナイトタヌキモ
オオミツバカズラ
ハナシュクシャ

ヒメトケイソウ

ヤサイカラスウリ
ウチワサボテン

ナガエツルノゲイトウ
ベンガルヤハズカズラ
外来アゾラ類
アメリカスズメノヒエ
ヒマワリヒヨドリ

オオフサモ
キダチチョウセンアサガオ
センニンサボテン
タチバナアデク

アフリカギョウギシバ

カニンガムモクマオウ
ヒロハホウキギク

アメリカフウロ
シナガワハギ

オオアレチノギク
クロバナツルアズキ

ホシアサガオ
ツノアイアシ

トウ属の一種
ヨシススキ

テリハバンジロウ

ヨルガオ

コマツヨイグサ
ヒメオニササガヤ

コメツブウマゴヤシ
ムラサキカタバミ

パラグラス

フウセンアサガオ

ハンノキ
トウショウブ
テンニンギク
ベニツツバナ
タヌキコマツナギ
ジュズダマ
ハカタカラクサ
ヒルギダマシ
タイワンモクゲンジ

アメリカスズメウリ
ナンバンアカバナアズキ
ウマゴヤシ
ヒメノアサガオ
アオミツバカズラ
カワリバトウダイ

ヨウサイ
ヤコウカ

エラグロスティス テヌイフォリア

ミミバフサアサガオ

確認種数

フウセンカズラ
キッスス　シキオイデス
ケブカルイラソウ
デリス
ハイグロフィラ属の一種
バラアサガオ
ミズフジ（ウォーターウィステリア）

ツタノハヒルガオ

キクザアサガオ

注） 表中の数字は生育規模を表す。生育規模＝非常に多い（5）：調査区間全域に出現し、生育面積も広い。多い（4）：調査区間に広く出現し、一定の面積で生育する。少ない（3）：調査区域に点々と生育する、或いは一定の面積を有して生育する。

　　 数株（2）：調査区間において数株が確認された。1株（1）：調査区間において一株のみ確認された。
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表 2-1-4.15(7) 全調査ルートの外来種生育状況 
年度 平成30年度調査
島名 石垣島 竹富島
No. 228 229 230 231 232 233 234 235 236 237 238 239 240 241 242 243 244 245 246 247 248 249 250 251 252 253 254 255 256 257 258 259 260 261 262

調
査
ル
ー

ト
名

重点 4 5 3 4 4 5 2 3 3 4 4 3 3 2
対策種 4

対策種 4 3 3 4 3 3 3 2 2 4 3 3 5 4 4 4 4 4 4 5 4 5 3 3 5 3 4 5 3 4 5 3

4 3 4 3 2 2 2 3 4 3 4 4 2 3 2 4 3 4 4 3 2 3 4 2 4 5 4 4 5 3
2 5 1 4 3 1 1 4 2 3 2 1 2 1 1 2
4 4 4 4 3 2 2 3 4 2 3 3 3 4 3 3 2 2
3 2 3 2 4 3 4 3 2 4 3 2 4 4 4 4 5
3 2 3 5 5 3 4 4 3 3 2 4 4

2 3 3 3
3 2 3

4 1 4 3 1 2 4 2 1
2 3 2 2 2 3

1 3 2 1 3 3 4 4 2
2

3 3 3 3 2
3 2 2 2 3 1 2 3 2 1

1 4 4 4 2 4
2 3

3 2
4 3 2 3

3 2 2 2 1 1 1 1

3 4
3

3 2 3 3 3 3

2
3 3

1
2

2

1 1 3
4

3 3

1 2

3

3
2 3

2
4

予防種 3

リスト外 3 3 3 2 5 5 2 3 4 3 4 3 3 3 3

3 3 4 3 3 4 3 4 4 4 3 3 5 3 4 3
2 3 3 3 3 3 3 3 4 3

3 4 3 3 3 3 3 2 3 3 3
4 5 3 5 3 3 3 4
3 3 3 3 3 3 4
3 2 3 3 2 3 3 2 3 4 3 3 2 2 2

2 4 2 3 2 2 2
3 3 3 3 2 2

2 2
2 2 3 3 1 2
4 3 4 5 3 3 3 3 4
2 2 3 2 2 2 2 1 1 3 3 2 2 2 2
4 2 1 3 3 3 3 2

2
4 3 3 4 2 2 2 3

4
2

2 3 3 4 4 3
3 3 3 2 3 2

4 3
1

1

2
3 3

4

26 22 4 7 24 15 8 5 5 5 8 1 4 25 10 0 6 21 5 6 2 9 30 11 23 8 4 27 4 8 22 14 18 14 5

　　 調査ルート名の上に示したNo.は調査ルート図の数字と同じ場所を示している。

北
側
海
岸

東
側
海
岸

南
側
林
縁

西
側
草
地

東
側
林
縁

北
側
草
地

西
側
林
縁

宮
良
耕
作
地

バ
ン
ナ
公
園
西
側

富
野
林
縁

吹
通
湿
地

吹
通
川
マ
ン
グ
ロ
ー

ブ

カ
ネ
シ
ロ
耕
作
地

ぶ
ざ
ま
岳

空
港
周
辺

名
蔵
川

名
蔵
ア
ン
パ
ル

高
田
林
道

イ
バ
ル
マ
海
岸

明
石
耕
作
地

明
石
海
岸

安
良
岳

平
久
保
海
岸

平
久
保
崎
灯
台

屋
良
部
林
道

ホ
ウ
ラ
岳

吉
原
海
岸

す
く
じ
耕
作
地

野
底
マ
ー

ペ
ー

林
縁

野
底
マ
ー

ペ
ー

名
蔵
水
田

桃
里
水
田

底
原
川

お
も
と
岳

崎
枝
海
岸

区分 種名

アメリカハマグルマ

ツルヒヨドリ

アワユキセンダングサ類
ギンネム
トクサバモクマオウ
ナピアグラス
ギネアキビ
カッコウアザミ

ソウシジュ
ツルムラサキ

シチヘンゲ

タチスズメノヒエ

シュロガヤツリ
フトボナガボソウ

ヤナギバルイラソウ

ミスミトケイソウ

モンツキガヤ

オウゴンカズラ
ケツメクサ

モミジヒルガオ

クサトケイソウ
アカザカズラ

アオノリュウゼツラン

アフリカホウセンカ
ドラゴンフルーツ

コウトウタチバナ
ジュズサンゴ

ボタンウキクサ
セイヨウタンポポ

コフウセンカズラ

アツバチトセラン
コゴメミズ

セイロンベンケイ
アメリカネナシカズラ

ムラサキタカオススキ

フトモモ
チリメンナガボソウ

ホテイアオイ

ヒマワリヒヨドリ

オオフサモ
キダチチョウセンアサガオ
センニンサボテン
タチバナアデク
ヒイラギギク
オオサンショウモ
アスパラガス属の一種
オオバナイトタヌキモ

園芸スイレン
アメリカサトイモ
ムラサキカッコウアザミ

ウチワゼニクサ
タワダギク

ナガエツルノゲイトウ
ベンガルヤハズカズラ
外来アゾラ類
アメリカスズメノヒエ

コマツヨイグサ
ヒメオニササガヤ

コメツブウマゴヤシ
ムラサキカタバミ

パラグラス
アフリカギョウギシバ

カニンガムモクマオウ
ヒロハホウキギク

アメリカフウロ

オオミツバカズラ
ハナシュクシャ

ヒメトケイソウ

ヤサイカラスウリ
ウチワサボテン
トウ属の一種
ヨシススキ

テリハバンジロウ

ヨルガオ

アオミツバカズラ
カワリバトウダイ

ヨウサイ
ヤコウカ

エラグロスティス テヌイフォリア

ハンノキ
トウショウブ
テンニンギク
ベニツツバナ

シナガワハギ

オオアレチノギク
クロバナツルアズキ

ホシアサガオ
ツノアイアシ

アメリカスズメウリ
ナンバンアカバナアズキ
ウマゴヤシ
ヒメノアサガオ

フウセンアサガオ
ミミバフサアサガオ

確認種数

タヌキコマツナギ
ジュズダマ
ハカタカラクサ
ヒルギダマシ
タイワンモクゲンジ
フウセンカズラ
キッスス　シキオイデス
ケブカルイラソウ
デリス

キクザアサガオ

注） 表中の数字は生育規模を表す。生育規模＝非常に多い（5）：調査区間全域に出現し、生育面積も広い。多い（4）：調査区間に広く出現し、一定の面積で生育する。

　　 少ない（3）：調査区域に点々と生育する、或いは一定の面積を有して生育する。数株（2）：調査区間において数株が確認された。1株（1）：調査区間において一株のみ確認された。

ハイグロフィラ属の一種
バラアサガオ
ミズフジ（ウォーターウィステリア）

ツタノハヒルガオ
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表 2-1-4.15(8) 全調査ルートの外来種生育状況 
年度 平成30年度調査
島名 黒島 小浜島 鳩間島 波照間島 西表島
No. 263 264 265 266 267 268 269 270 271 272 273 274 275 276 277 278 279 280 305 306 307 308 309 310 311 312 281 282 283 284 285 286 287 288 289 290 291 292

調
査
ル
ー

ト
名

重点 2 3 3 3 3 2 3 3 3 3
対策種

対策種 5 3 5 4 5 3 5 3 4 4 4 5 4 4 4 4 5 4 5 5 5 3 3 4 5 3 5 3 4 4 2 3 3 3 1 4

4 3 4 4 4 4 4 3 4 4 2 4 2 3 2 3 4 4 4 3 3 3 4 2 3 3 4 3 1 3 3
2 2 3 4 4 3 2 3 2 3 2 4 3 4 2 2 3 4 4 1
3 3 3 3 3 2 2 3 2 2 2 3 3 3 2 2 2
4 5 4 4 3 3 3 5 3 4 2 3 3 3 3 3 2 2 2 2 2

3 2 4 3 3 4 5 3 5 3 3 2
2 2 3 2

4 3 3 3 3 3
3 3 3 3

3 3 3 3 3 3
2 3 3 1 2 4 5 2 4 3 2

3 2 4
2 3

2 4 3 4 3 2 3 3 3 3 4 4 4 3 2
2 3 4 4 2 2 4

3 3 4 4 2 3
1

3 4
2 3 4 3 3 3 1 2

3 2 4

4 3 3
2 2 4 2 4

2

2

3

2

予防種

リスト外 4 2 2 3 3 3 5 4 3 2 2 1 4 2 2 2

5 4 4 5 4 4 3 5 3 4 3 5 5 5 2 5 4 3 3
3 2

3 3 3 3 4 3 2 3 4 3
2 3 2 5 3 2 2 4

5 5 5 4 3 4 4 3 3 3 4
3 3 3 3 2 2 3 3 4 4 3 3 3

1 3 2 2 2 2 2 2 4 2
2 2

2 2 2 3 1
2 2 3

4 4 3 3 3 3 3 3 2
2 2 2 2 2 2 2 3 2 2 2 4 3
4 4 3 2 3 3 4 3 4 2

2 3 4 3

2 2
2 3 3 1 2

3 2

4 3

3

5

16 3 13 1 6 14 4 18 4 24 11 9 17 10 11 13 6 18 0 6 19 18 18 4 4 3 22 5 25 2 12 9 4 4 11 12 2 7

　　 調査ルート名の上に示したNo.は調査ルート図の数字と同じ場所を示している。

大
富
地
区
西
工
区

大
富
林
道

相
良
水
田

相
良
林
内

相
良
川

与
那
良
水
田

ニ
シ
浜

北
側
林
縁

サ
コ
ダ
海
岸

豊
原

南
風
見
田
浜

仲
間
崎

与
那
良
川

浦
内
川

白
浜
旧
道

石
長
田
マ
ン
グ
ロ
ー

ブ

南
側
耕
作
地

仲
本
海
岸

西
側
耕
作
地

北
側
海
岸

伊
古
林
縁

西
側
林
縁

ペ
ム
チ
浜

最
南
端

西
側
耕
作
地

中
央
耕
作
地

空
港
周
辺

大
岳

西
側
耕
作
地

中
央
草
地

中
央
林
縁

東
側
林
縁

北
側
海
岸

北
側
耕
作
地

西
側
海
岸

南
側
耕
作
地

東
側
海
岸

シ
ュ

ガ
ー

ロ
ー

ド

区分 種名

アメリカハマグルマ

ツルヒヨドリ

アワユキセンダングサ類
ギンネム
トクサバモクマオウ
ナピアグラス
ギネアキビ
カッコウアザミ

ソウシジュ
ツルムラサキ

シチヘンゲ

タチスズメノヒエ

シュロガヤツリ
フトボナガボソウ

ヤナギバルイラソウ

アメリカネナシカズラ

ムラサキタカオススキ

フトモモ
チリメンナガボソウ

ホテイアオイ

クサトケイソウ
アカザカズラ

アオノリュウゼツラン

アフリカホウセンカ

ミスミトケイソウ

モンツキガヤ

オウゴンカズラ
ケツメクサ

モミジヒルガオ
コフウセンカズラ

アツバチトセラン
コゴメミズ

セイロンベンケイ

タワダギク

ヒメトケイソウ

ヤサイカラスウリ

ナガエツルノゲイトウ
ベンガルヤハズカズラ
外来アゾラ類
アメリカスズメノヒエ
ヒマワリヒヨドリ

オオフサモ
キダチチョウセンアサガオ
センニンサボテン

ドラゴンフルーツ

コウトウタチバナ
ジュズサンゴ

ボタンウキクサ
セイヨウタンポポ
園芸スイレン
アメリカサトイモ
ムラサキカッコウアザミ

ウチワゼニクサ

アメリカフウロ
シナガワハギ

オオアレチノギク
クロバナツルアズキ

ホシアサガオ

ウチワサボテン
トウ属の一種
ヨシススキ

テリハバンジロウ

ヨルガオ

コマツヨイグサ
ヒメオニササガヤ

コメツブウマゴヤシ
ムラサキカタバミ

タチバナアデク
ヒイラギギク
オオサンショウモ
アスパラガス属の一種
オオバナイトタヌキモ
オオミツバカズラ
ハナシュクシャ

タイワンモクゲンジ
フウセンカズラ
キッスス　シキオイデス
ケブカルイラソウ
デリス
ハイグロフィラ属の一種
バラアサガオ
ミズフジ（ウォーターウィステリア）

ツタノハヒルガオ

エラグロスティス テヌイフォリア

ハンノキ
トウショウブ
テンニンギク
ベニツツバナ
タヌキコマツナギ
ジュズダマ
ハカタカラクサ
ヒルギダマシ

ツノアイアシ

アメリカスズメウリ
ナンバンアカバナアズキ
ウマゴヤシ
ヒメノアサガオ
アオミツバカズラ
カワリバトウダイ

ヨウサイ
ヤコウカ

パラグラス
アフリカギョウギシバ

カニンガムモクマオウ
ヒロハホウキギク

フウセンアサガオ
ミミバフサアサガオ

確認種数

キクザアサガオ

注） 表中の数字は生育規模を表す。生育規模＝非常に多い（5）：調査区間全域に出現し、生育面積も広い。多い（4）：調査区間に広く出現し、一定の面積で生育する。少ない（3）：調査区域に点々と生育する、或いは一定の面積を有して生育する。

　　 数株（2）：調査区間において数株が確認された。1株（1）：調査区間において一株のみ確認された。
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表 2-1-4.15(9) 全調査ルートの外来種生育状況 
年度 平成30年度調査
島名 西表島 与那国島
No. 293 294 295 296 297 298 299 300 301 302 303 304 313 314 315 316 317 318 319 320 321 322 323 324 325 326 327 328

調
査
ル
ー

ト
名

重点 2 4 3 4 4 3 3 2 3
対策種 2

対策種 3 2 3 5 2 3 5 4 3 4 2 5 4 2 4 5 4 3 5 3 3

2 4 2 3 3 2 4 3 3 4 5 4 3 3 4 1 4 3
1 2 1 4 2 2
3 3 2 2 2 3 4 2 2

2 3 4 3 3 3 3 2
3 2 5 2 2 4 2

2 3 4 2 2 2 2
3 2 3

2 2 1 2 2
2 2

2 2 1
2 2 2 2

3 3 3 2
2 2 2 3 2 2 1 3 3

3 2 2

1
2

3

2

2 1 2

2 3 3 3 4 4
2 3 1 4 3

2 2

予防種

リスト外 2 3 5 3 3 2 3

2 3 4 3 4 5 3 4 5 2
2 3 1

3 3 3
3 3 5

3 4 4 5
2 2 4 3 3 3 2

4

2
2 1 2 1
2 4 3
3 2 2 1 2
3 2 1 3

2 2 2 2

4 2
2

2
2 3

12 4 2 11 2 10 5 0 6 3 22 2 8 7 10 3 3 7 0 4 20 15 13 6 15 1 11 2

　　 調査ルート名の上に示したNo.は調査ルート図の数字と同じ場所を示している。

祖
納
海
岸

空
港
近
く
の
耕
作
地

田
原
川
上
流

東
牧
場

祖
納
耕
作
地

ウ
ブ
ド
ゥ

マ
イ
浜

田
原
川
下
流

与
那
国
岳

ウ
ラ
ブ
岳

ア
ヤ
ミ
ハ
ビ
ル

マ
ン
タ
バ
ル
森
林
公
園

ク
ブ
ラ
バ
リ

ク
ブ
ラ
ミ
ト
ゥ

耕
作
地

ウ
タ
ラ
遊
歩
道

上
原
耕
作
地

星
砂
浜

比
川

マ
ン
タ
バ
ル

ク
ブ
ラ
林
縁

祖
納

ピ
ナ
イ
サ
ー

ラ

船
浦
耕
作
地

イ
ナ
バ
林
道

ヒ
ナ
イ
川
マ
ン
グ
ロ
ー

ブ

浦
内
川
下
流
左
岸

白
浜
林
道

西
船
良

ユ
ツ
ン
川

ケツメクサ

モミジヒルガオ
コフウセンカズラ

アツバチトセラン
コゴメミズ

セイロンベンケイ
アメリカネナシカズラ

ムラサキタカオススキ

フトモモ
チリメンナガボソウ

区分 種名

アメリカハマグルマ

ツルヒヨドリ

アワユキセンダングサ類
ギンネム
トクサバモクマオウ
ナピアグラス
ギネアキビ
カッコウアザミ

ソウシジュ
ツルムラサキ

シチヘンゲ

タチスズメノヒエ

シュロガヤツリ
フトボナガボソウ

ヤナギバルイラソウ

ミスミトケイソウ

モンツキガヤ

オウゴンカズラ

セイヨウタンポポ
園芸スイレン
アメリカサトイモ
ムラサキカッコウアザミ

ウチワゼニクサ
タワダギク

ナガエツルノゲイトウ
ベンガルヤハズカズラ
外来アゾラ類

ホテイアオイ

クサトケイソウ
アカザカズラ

アオノリュウゼツラン

アフリカホウセンカ
ドラゴンフルーツ

コウトウタチバナ
ジュズサンゴ

ボタンウキクサ

オオバナイトタヌキモ
オオミツバカズラ
ハナシュクシャ

ヒメトケイソウ

ヤサイカラスウリ
ウチワサボテン
トウ属の一種
ヨシススキ

テリハバンジロウ

アメリカスズメノヒエ
ヒマワリヒヨドリ

オオフサモ
キダチチョウセンアサガオ
センニンサボテン
タチバナアデク
ヒイラギギク
オオサンショウモ
アスパラガス属の一種

アメリカフウロ
シナガワハギ

オオアレチノギク
クロバナツルアズキ

ホシアサガオ
ツノアイアシ

アメリカスズメウリ
ナンバンアカバナアズキ
ウマゴヤシ

ヨルガオ

コマツヨイグサ
ヒメオニササガヤ

コメツブウマゴヤシ
ムラサキカタバミ

パラグラス
アフリカギョウギシバ

カニンガムモクマオウ
ヒロハホウキギク

注） 表中の数字は生育規模を表す。生育規模＝非常に多い（5）：調査区間全域に出現し、生育面積も広い。多い（4）：調査区間に広く出現し、一定の面積で生育する。

　　 少ない（3）：調査区域に点々と生育する、或いは一定の面積を有して生育する。数株（2）：調査区間において数株が確認された。1株（1）：調査区間において一株のみ確認された。

ベニツツバナ
タヌキコマツナギ
ジュズダマ
ハカタカラクサ
ヒルギダマシ
タイワンモクゲンジ
フウセンカズラ
キッスス　シキオイデス
ケブカルイラソウ

ヒメノアサガオ
アオミツバカズラ
カワリバトウダイ

ヨウサイ
ヤコウカ

エラグロスティス テヌイフォリア

ハンノキ
トウショウブ
テンニンギク

キクザアサガオ

デリス
ハイグロフィラ属の一種
バラアサガオ
ミズフジ（ウォーターウィステリア）

ツタノハヒルガオ
フウセンアサガオ
ミミバフサアサガオ

確認種数
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表 2-1-4.15(10) 全調査ルートの外来種生育状況 

年度 平成31年度（令和元年度）調査
島名 宮城島 伊計島 屋我地島 古宇利島 渡名喜島 粟国島
No. 329 330 331 332 333 334 335 336 337 338 339 340 341 342 343 344 345 346 347 348 349 350 351 352 353 354 355 356 357 358 359 360 361 362 363

調
査
ル
ー

ト
名

宮
城
西
側
林
縁

宮
城
北
側
耕
作
地

我
部
耕
作
地

屋
我
地
草
地
5

古
宇
利
湿
地

古
宇
利
島
草
地
1

古
宇
利
島
草
地
2

ト
ケ
イ
浜

重点 3 3 2 4 3 3 2 2 3 3
対策種

対策種 5 5 5 5 2 5 4 5 2 5 5 4 5 5 3 5 5 5 3 4 5 2 4 4 5 5 5 4 5 5 5 5 4

5 3 5 3 2 3 3 4 2 3 3 3 2 3 3 4 3 3 1 3 3 3 3 4 4 3 3 4 4 3
1 4 5 5 5 2 5 3 3 2 2 3 2 2 4 4 2 3
3 3 4 2 3 4 3 4 3 4 2 3 3 3 2 3 2 3 3 3
2 4 4 3 4 3 3 4 4 3 3

4 3 5 4 4 4 4 3
3 4 3 3 1 2 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 2 3 2
2 1 2 3 2 2 2 2 2 3 2 3 3 2 2 2
2 2 2 1 2 2 2 3 3 2
5 4 3 4 2 1 3 3 2 3 3 2 2 3 2 4
5

2 3
3

3
2 2

2 4 3
1 4 4

2 2
2

3
2 3 4 3 3

3 3
4 5

2
2

2

2 3

予防種

リスト外 1 2 2 5 2 3 2 3 2 2 3 4 3 2 1 1

4 4 3 4 3 3 3 3 3 4 4 5 4 4
3 2 2 2 2 3 3 2 3 3 3 2 2 2 2 2
2 3 3 2 3 3

3 3 4 3 3 3 4 4 3 4 4 3
3 3 3 3 3

3 4 3 3 3 2 4 3 3 3 3 3 2 3 1 1 1
3 3 3 4 3 3

3 3 3 3 3 3 3 3 2
2 2

3 2 2 2 3 3 3 4 2
2 2 3 1 2 2 3 3 4 2 4 3 3

3
2 4 3 2 3 3

3
1

2 2 3
3 3

2

5

16 19 12 15 4 14 6 17 5 16 16 17 6 21 5 21 2 13 12 3 11 7 2 11 7 9 6 11 4 11 0 12 12 10 10

　　 調査ルート名の上に示したNo.は調査ルート図の数字と同じ場所を示している。

タヌキコマツナギ
ジュズダマ
ハカタカラクサ
ヒルギダマシ
タイワンモクゲンジ
フウセンカズラ
キッスス　シキオイデス
ケブカルイラソウ
デリス
ハイグロフィラ属の一種
バラアサガオ
ミズフジ（ウォーターウィステリア）

ツタノハヒルガオ
フウセンアサガオ
ミミバフサアサガオ

確認種数

キクザアサガオ

オオアレチノギク
クロバナツルアズキ

トウショウブ
テンニンギク
ベニツツバナ

ヒメトケイソウ

ヤサイカラスウリ
ウチワサボテン
トウ属の一種
ヨシススキ
テリハバンジロウ

ヨルガオ

コマツヨイグサ

ヒメオニササガヤ

コメツブウマゴヤシ
ムラサキカタバミ

パラグラス
アフリカギョウギシバ

カニンガムモクマオウ
ヒロハホウキギク

アメリカフウロ
シナガワハギ

オオサンショウモ
アスパラガス属の一種
オオバナイトタヌキモ
オオミツバカズラ
ハナシュクシャ

ホシアサガオ
ツノアイアシ

アメリカスズメウリ
ナンバンアカバナアズキ
ウマゴヤシ
ヒメノアサガオ
アオミツバカズラ
カワリバトウダイ

ヨウサイ
ヤコウカ

エラグロスティス テヌイフォリア

ハンノキ

ボタンウキクサ
セイヨウタンポポ
園芸スイレン
アメリカサトイモ
ムラサキカッコウアザミ

ウチワゼニクサ
タワダギク

ナガエツルノゲイトウ
ベンガルヤハズカズラ
外来アゾラ類
アメリカスズメノヒエ
ヒマワリヒヨドリ

オオフサモ
キダチチョウセンアサガオ
センニンサボテン
タチバナアデク
ヒイラギギク

モミジヒルガオ
コフウセンカズラ

アツバチトセラン
コゴメミズ

セイロンベンケイ
アメリカネナシカズラ

ムラサキタカオススキ

フトモモ
チリメンナガボソウ

ホテイアオイ

クサトケイソウ
アカザカズラ

アオノリュウゼツラン

アフリカホウセンカ
ドラゴンフルーツ

コウトウタチバナ
ジュズサンゴ

モンツキガヤ

オウゴンカズラ
ケツメクサ

学
校
裏
耕
作
地

大
岳
西
側
林
縁

アメリカハマグルマ
ツルヒヨドリ

アワユキセンダングサ類

ギンネム
トクサバモクマオウ
ナピアグラス
ギネアキビ
カッコウアザミ

ソウシジュ
ツルムラサキ

シチヘンゲ

タチスズメノヒエ

シュロガヤツリ
フトボナガボソウ

ヤナギバルイラソウ

ミスミトケイソウ

大
本
田
林
縁

島
尻
毛

西
森

東
側
海
岸

東
側
耕
作
地

区分 種名

伊
計
海
岸

伊
計
耕
作
地

宮
城
東
側
耕
作
地

宮
城
南
側
林
縁

屋
我
地
湿
地

屋
我
地
中
学
校
裏
干
潟

屋
我
地
大
橋
海
岸

中
央
耕
作
地

草
地
4

済
井
出
海
岸

南
東
側
耕
作
地

南
東
側
林
縁

ウ
ー

グ
浜

東
側
耕
作
地

西
側
耕
作
地

大
正
池
公
園

北
側
草
地

洞
寺
付
近
林
縁

中
央
耕
作
地

マ
ハ
ナ
林
縁

注） 表中の数字は生育規模を表す。生育規模＝非常に多い（5）：調査区間全域に出現し、生育面積も広い。多い（4）：調査区間に広く出現し、一定の面積で生育する。少ない（3）：調査区域に点々と生育する、或いは一定の面積を有して生育する。

　　 数株（2）：調査区間において数株が確認された。1株（1）：調査区間において一株のみ確認された。
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表 2-1-4.15(11) 全調査ルートの外来種生育状況 

年度 平成31年度（令和元年度）調査 平成31年度（令和元年度）
島名 伊是名島 野甫島 伊平屋島 多良間島
No. 364 365 366 367 368 369 370 371 372 373 374 375 376 377 378 379 380 381 382 383 384 385 386 387 388 389 390 391 392 393 394 395 396 397 398

調
査
ル
ー

ト
名

重点 3 3 2 2
対策種

対策種 5 4 5 5 3 3 5 5 3 5 3 5 4 5 3 4 4 5 5 5 4 3 2 5 5 5 5 3 5 5 4 5 4 5

4 3 4 3 2 1 4 4 2 4 3 4 3 3 3 2 3 4 4 3 5 5 5 5
4 1 3 3 5 4 3 4 3 2 2 4 4 3 2 1 2 1 3 5 3 4 3 4 3
3 1 4 3 3 4 2 3 3 5 3 3 3 2 3 2 3 2 4

2 2 2 2 3 2 5 5 5 3 5
3 4 3 4 3 2 3 3 4 3

3 2 3 4 3 1 3 2 2 2 4 4 2 2 2
3 2 1

4 1
4 3 3 3 3 4 4 3 4 3 4 4 4 3 3

1 1 4 2 4

2 2
2

2 4 4 3
3 2 4

2
2

4 1
2 1 1 2 1 2 2 2 3 2

4 3
5 3 3 3 3

5 4

2

予防種

リスト外 3 2 2 4 3 2 4 3 4 3 4 4 3 3 2 4

4 3 4 3 3 4 4 3 5
2 2 3 3

4 3 3 2 4
3 3 2 4 2 5 3 2

3 3 4 3 3 3 2 3 3 4 5 3 2 4
2 2 2 1 3 3 3 4 4 3 2 3

2 2 2 4 4
3 4 4 3 3 3 3 4 3 3 3

1
3 2 3 3 3 2

2

3 2 3 2 2
2

2 3 1
3 4 4 3 3 2 3 4 3

2

3 3
2

2

10 8 14 13 10 7 12 20 9 14 6 10 9 11 7 5 6 11 13 7 0 12 6 6 5 14 5 5 5 8 9 2 10 13 14

　　 調査ルート名の上に示したNo.は調査ルート図の数字と同じ場所を示している。

確認種数

タヌキコマツナギ
ジュズダマ

ミミバフサアサガオ
キクザアサガオ

オオアレチノギク
クロバナツルアズキ

ホシアサガオ
ツノアイアシ

アメリカスズメウリ
ナンバンアカバナアズキ
ウマゴヤシ
ヒメノアサガオ
アオミツバカズラ
カワリバトウダイ

ヨウサイ
ヤコウカ

エラグロスティス テヌイフォリア

ハンノキ
トウショウブ
テンニンギク
ベニツツバナ

アフリカギョウギシバ

カニンガムモクマオウ
ヒロハホウキギク

アメリカフウロ
シナガワハギ

ハカタカラクサ
ヒルギダマシ
タイワンモクゲンジ
フウセンカズラ
キッスス　シキオイデス
ケブカルイラソウ
デリス
ハイグロフィラ属の一種
バラアサガオ
ミズフジ（ウォーターウィステリア）

ツタノハヒルガオ
フウセンアサガオ

オオサンショウモ
アスパラガス属の一種
オオバナイトタヌキモ
オオミツバカズラ
ハナシュクシャ

ヒメトケイソウ

ヤサイカラスウリ
ウチワサボテン
トウ属の一種
ヨシススキ
テリハバンジロウ

ヨルガオ

コマツヨイグサ

ヒメオニササガヤ

コメツブウマゴヤシ
ムラサキカタバミ

パラグラス

ボタンウキクサ
セイヨウタンポポ
園芸スイレン
アメリカサトイモ
ムラサキカッコウアザミ

ウチワゼニクサ
タワダギク

ナガエツルノゲイトウ
ベンガルヤハズカズラ
外来アゾラ類
アメリカスズメノヒエ
ヒマワリヒヨドリ

オオフサモ
キダチチョウセンアサガオ
センニンサボテン
タチバナアデク
ヒイラギギク

ケツメクサ

モミジヒルガオ
コフウセンカズラ

アツバチトセラン
コゴメミズ

セイロンベンケイ
アメリカネナシカズラ

ムラサキタカオススキ

フトモモ
チリメンナガボソウ

ホテイアオイ

クサトケイソウ
アカザカズラ

アオノリュウゼツラン

アフリカホウセンカ
ドラゴンフルーツ

コウトウタチバナ
ジュズサンゴ

中
央
南
側
耕
作
地

島
南
東
側
林
縁

島
南
側
海
岸

カッコウアザミ

ソウシジュ
ツルムラサキ

シチヘンゲ

タチスズメノヒエ

シュロガヤツリ
フトボナガボソウ

ヤナギバルイラソウ

ミスミトケイソウ

モンツキガヤ

種名

アメリカハマグルマ

空
港
南
側
海
岸

勢
理
客
海
岸

ふ
れ
あ
い
公
園
北
側
海
岸

内
花
港
東
側
海
岸

ふ
れ
あ
い
公
園
北
側
耕
作
地

メ
ン
ナ
ー

山

田
名
川

腰
岳
林
縁

屋
ノ
下
島

内
花
港
西
側
河
川

内
花
港
西
側
耕
作
地

ツルヒヨドリ

アワユキセンダングサ類

ギンネム
トクサバモクマオウ
ナピアグラス
ギネアキビ

野
甫
島
海
岸

オウゴンカズラ

空
港
南
側
林
縁

空
港
南
側
草
地

多
良
間
漁
港
西
側
草
地

ア
サ
岳
林
縁

野
甫
島
耕
作
地

島
尻
水
田

島
尻
西
海
岸

腰
岳
林
内

後
岳
西
側
海
岸

久
葉
山

タ
ン
ナ
岳
東
側
耕
作
地

我
喜
屋
耕
作
地

米
崎
海
岸

前
泊
耕
作
地

田
名
池

諸
見
水
田

区分

チ
ヂ
ン
山

シ
ラ
サ
ギ
展
望
台

ア
ー

ガ
山
南
側
耕
作
地

勢
理
客
耕
作
地

注） 表中の数字は生育規模を表す。生育規模＝非常に多い（5）：調査区間全域に出現し、生育面積も広い。多い（4）：調査区間に広く出現し、一定の面積で生育する。

　　 少ない（3）：調査区域に点々と生育する、或いは一定の面積を有して生育する。数株（2）：調査区間において数株が確認された。1株（1）：調査区間において一株のみ確認された。

 

-175-



 

 

 

表 2-1-4.15(12) 全調査ルートの外来種生育状況 

年度 平成31年度（令和元年度）調査
島名 多良間島
No. 399 400 401 402 403 404 405 406 407 408 409 410 411 412 413

調
査
ル
ー

ト
名

重点 3 3 122
対策種 22

対策種 4 5 3 5 5 3 5 4 5 4 2 4 4 4 3 362

3 4 5 3 5 3 5 3 3 4 3 319
4 4 3 4 3 3 3 228

3 4 3 3 3 3 2 2 219
3 4 4 5 4 4 2 3 4 131
3 2 3 2 111

3 87
3 2 4 2 2 2 3 2 1 86

75
3 2 66

2 60
3 2 3 2 47

45
43

2 3 3 2 3 43
3 4 37

36
34

2 2 2 34
34

3 25
24
24
24

3 18
4 17

16
14
12
12
10
9
8
7
7
6
6
4
4
4
3
3
3
3
3
3
3
2
2
2
2
2
2
1
1
1
1
1
1
1
1
1

予防種 1

リスト外 2 2 154

5 5 5 5 4 2 5 4 3 137
3 2 2 3 3 2 3 122

111
100

3 5 5 4 87
83

1 2 76
2 1 75

55
1 1 48

3 3 2 3 3 2 47
36

2 3 42
28
25

1 31
21
21
20

3 3 3 3 18
17
12
10
9
5
5
5
5

2 5
4
2
2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

14 13 2 8 8 3 13 18 10 8 4 11 3 10 3

　　 調査ルート名の上に示したNo.は調査ルート図の数字と同じ場所を示している。

注） 表中の数字は生育規模を表す。生育規模＝非常に多い（5）：調査区間全域に出現し、生育面積も広い。多い（4）：調査区間に広く出現し、

　　一定の面積で生育する。 少ない（3）：調査区域に点々と生育する、或いは一定の面積を有して生育する。数株（2）：調査区間において数株

　　が確認された。1株（1）：調査区間において一株のみ確認された。

確認種数

タヌキコマツナギ
ジュズダマ
ハカタカラクサ
ヒルギダマシ
タイワンモクゲンジ
フウセンカズラ
キッスス　シキオイデス
ケブカルイラソウ
デリス
ハイグロフィラ属の一種
バラアサガオ
ミズフジ（ウォーターウィステリア）

ツタノハヒルガオ
フウセンアサガオ
ミミバフサアサガオ
キクザアサガオ

オオアレチノギク
クロバナツルアズキ

ホシアサガオ
ツノアイアシ

アメリカスズメウリ
ナンバンアカバナアズキ

カワリバトウダイ

ヨウサイ
ヤコウカ

エラグロスティス テヌイフォリア

ハンノキ
トウショウブ
テンニンギク
ベニツツバナ

ヒメトケイソウ

ヤサイカラスウリ
ウチワサボテン
トウ属の一種
ヨシススキ
テリハバンジロウ

ヨルガオ

コマツヨイグサ

ヒメオニササガヤ

コメツブウマゴヤシ
ムラサキカタバミ

パラグラス
アフリカギョウギシバ

カニンガムモクマオウ
ヒロハホウキギク

アメリカフウロ
シナガワハギ

ベンガルヤハズカズラ
外来アゾラ類
アメリカスズメノヒエ
ヒマワリヒヨドリ

オオフサモ
キダチチョウセンアサガオ
センニンサボテン
タチバナアデク
ヒイラギギク
オオサンショウモ
アスパラガス属の一種
オオバナイトタヌキモ
オオミツバカズラ
ハナシュクシャ

ウマゴヤシ
ヒメノアサガオ
アオミツバカズラ

チリメンナガボソウ

ホテイアオイ

クサトケイソウ
アカザカズラ

アオノリュウゼツラン

アフリカホウセンカ
ドラゴンフルーツ

コウトウタチバナ
ジュズサンゴ

ボタンウキクサ
セイヨウタンポポ
園芸スイレン
アメリカサトイモ
ムラサキカッコウアザミ

ウチワゼニクサ
タワダギク

ナガエツルノゲイトウ

区分 種名

アメリカハマグルマ
ツルヒヨドリ

アワユキセンダングサ類

ギンネム
トクサバモクマオウ
ナピアグラス
ギネアキビ
カッコウアザミ

ソウシジュ
ツルムラサキ

シチヘンゲ

タチスズメノヒエ

シュロガヤツリ
フトボナガボソウ

ヤナギバルイラソウ

ミスミトケイソウ

モンツキガヤ

オウゴンカズラ
ケツメクサ

モミジヒルガオ
コフウセンカズラ

アツバチトセラン
コゴメミズ

セイロンベンケイ
アメリカネナシカズラ

ムラサキタカオススキ

フトモモ

中
央
東
側
耕
作
地

三
ツ
瀬
耕
作
地

塩
川
耕
作
地

中
央
西
側
耕
作
地

村
西
側
耕
作
地

空
港
北
側
草
地

空
港
北
側
林
縁

空
港
北
側
海
岸

三
ツ
瀬
林
縁

三
ツ
瀬
海
岸

前
泊
海
岸

大
崎
海
岸

中
学
校
北
側
た
め
池

中
央
北
側
耕
作
地

運
城
御
嶽
周
辺
林
縁 確

認
箇
所
数
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2-1-5. マルハナバチ類の逸出状況調査 

(1) 背景と目的 

沖縄県対策外来種リストにおいて産業管理外来種に指定されているセイヨウオオマルハナバチ

は、主にトマト栽培の受粉用に利用されている。セイヨウオオマルハナバチは、特定外来生物に

指定されており、野外への逸出防止の措置がとられたハウス内でのみ使用が許可されている。同

じく産業管理外来種であるクロマルハナバチは、本州～九州では在来種であり、セイヨウオオマ

ルハナバチの代替種として利用が進められているが、沖縄県では外来種となる。セイヨウオオマ

ルハナバチと同様の逸出防止措置が推奨されているが、特定外来生物ではないため逸出防止の措

置は義務化されていない。事前ヒアリングにより、現状では沖縄県内においてクロマルハナバチ

はそれほど普及していないという情報が得られているが、外来生物法により新規就農者のセイヨ

ウオオマルハナバチの利用は原則禁止されていることから、今後利用の増加が見込まれる。 

セイヨウオオマルハナバチは、平成 25 年に琉球大学構内で確認されており※、逸出が指摘され

ていた。そこで、昨年度の本業務において、セイヨウオオマルハナバチおよびクロマルハナバチ

の野外への逸出状況のモニタリングを目的として、トマト栽培農家が存在する地域で、セイヨウ

オオマルハナバチの利用が多くなる 2 月に逸出状況調査を実施した。その結果、セイヨウオオマ

ルハナバチ、クロマルハナバチともに野外への逸出が確認された。 

昨年度の調査結果を受けて、今年度は引き続きモニタリング調査を実施した。 

 

※傳田哲郎･佐々木健志･小林峻･伊澤雅子（2016）特定外来生物セイヨウオオマルハナバチの沖縄

県における初記録. Fauna Ryukyuana, 29: 1–4. 

 

(2) 調査期間 

事前ヒアリングにより、沖縄県でセイヨウオオマルハナバチが利用されるのは 11月～4月頃で、

もっとも利用が多くなるのは 12月～3月頃という情報が得られている。また専門家より、もっと

も利用が多くなる時期に加えて、利用が終了する時期に殺処分が不十分な巣箱からの逸出が増え

るのではないかという指摘がある。したがって、もっとも利用が多くなる 12月～3月と、利用が

終了する前後の 4 月～5 月に調査を実施することとした。さらに、昨年度と今年度の調査で逸出

が確認されたことから、定着の有無を確認するため、利用されていない時期にも調査を実施する

こととした。調査期間は以下の通りである。 

 

平成 31年 4月 19日～令和元年 5月 18日 ※利用が終了する時期 

令和元年 9月 17日～10月 5日  ※利用されていない時期 

令和 2年 2月 3日～2月 6日  ※もっとも利用される時期 
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(3) 調査方法 

トマト栽培農家が多い地区で、設定したルートを歩き、目視によりマルハナバチ類を探索した。

調査は日中に行い、雨天は避けるものとした。 

マルハナバチ類が観察された場合、地点と種名、時刻等を記録し、可能な限り捕獲した。捕獲

した個体については、交尾器で雌雄を確認した。クロマルハナバチは働きバチ（雌）と雄バチで

明らかに体毛のパターンが異なるため、捕獲できなかった場合でも、野外で雌雄が確認できた場

合は記録するものとした。 

 

(4) 調査結果 

a) 平成 31年 4月 19日～令和元年 5月 18日 

マルハナバチの利用が終了し、利用後の巣箱が処分される時期の調査として、上記期間に逸出

状況調査を実施した。その結果、セイヨウオオマルハナバチが確認された。働きバチと雄バチが

確認されたが、女王バチは確認されなかった。確認されたマルハナバチ類を表 2-1-5.1に示す。 

 

表 2-1-5.1 確認されたマルハナバチ類 

調査日 セイヨウオオマルハナバチ※1 クロマルハナバチ※1 

4月 25日 10(8,♂6) 0 

4月 22日 0 0 

5月 18日 0 0 

5月 18日 0 0 

4月 19日 3(2,♂1) 0 

※1 ( )内は(捕獲数,♂雄の個体数) 

 

b) 令和元年 9月 17日～10月 5日 

マルハナバチ類の野外における定着の有無を確認するため、マルハナバチ類が利用されていな

い上記期間に、同様の調査地で調査を実施した。その結果、いずれの調査地でもマルハナバチ類

は確認されなかった。 

 

c) 令和 2年 2月 3日～2月 6日 

マルハナバチ類が最も利用されている上記期間において、2 年目となる逸出状況調査を実施し

た。その結果、セイヨウオオマルハナバチ、クロマルハナバチのいずれかあるいは両方が確認さ

れた。両種の働きバチのほか、セイヨウオオマルハナバチの雄バチが確認されたが、両種ともに

女王バチは確認されなかった。確認されたマルハナバチ類を表 2-1-5.2に示す 
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表 2-1-5.2 確認されたマルハナバチ類 

調査日 セイヨウオオマルハナバチ※1 クロマルハナバチ※1 

2月 4日 5(4,♂1) 4(4,♂0) 

2月 3日 2(0)※2 0 

2月 5日 0 2(1,♂0)※3 

2月 5日 1(0)※4 

2月 6日 0 0 

※1 ( )内は(捕獲数,♂雄の個体数) 

※2 うち 1個体の種は不明瞭 

※3 捕獲できなかった 1個体の種は不明瞭 

※4 マルハナバチ類 1個体が観察されたが、種は不明 

 

(5) まとめと課題 

今年度の 4 月～5 月の調査で逸出が確認されたマルハナバチ類は、昨年度の 2 月の調査で確認

されたマルハナバチよりも少なかった。4月～5月の調査時は、マルハナバチ類を使用しているハ

ウスはかなり少なくなってはいたものの、まだ使用しているハウスもあり、廃棄された巣箱から

の逸出というよりは、使用中のハウスからの逸出ではないかと思われた。また昨年度 2 月の調査

で捕獲されたセイヨウオオマルハナバチはすべて働きバチで、今年度 2 月の調査では 1 個体のみ

雄バチだったが、4月～5月調査で捕獲された個体は雄の方が多かった。セイヨウオオマルハナバ

チではコロニーがある程度成熟した段階で雄が発生するとされており、4月～5 月に雄が多かった

のはそのためであると考えられる。女王バチは確認されなかったが、少なくとも生殖虫である雄

バチが発生・逸出していることは確認された。 

一方、マルハナバチ類が利用されていない 9月～10月の調査ではマルハナバチ類は確認されな

かった。したがって、現状では調査地で定着している可能性は低いと考えられるが、今後も警戒

する必要がある。北海道で最初に見つかった野生巣は人家の床下であり、農地から離れたところ

で営巣している可能性もある。その場合は調査で検出することが困難であるため、市民等からの

情報を収集できる体制が重要である。 
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